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B

・
S

・
ラ

イ

マ

ン

の
弟

子

た

ち

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

は

じ

め

に

B

・
S

・
ラ

イ

マ

ン
の
業

績

弟

子

た

ち

の
生

い
立

各

地

の
地

質

調

査

弟

子

の
教

育

と
指

導

「
地

学

雑

誌

』

の
発

刊

附

B

・
S

・
ラ

イ

マ
ン

の
筑

豊

炭

田
調

査

記

一
、

は

じ

め

に

修

業

時

代

B

・
S

・
ラ

イ

マ

ン

(
B
e
n
j
a
m
i
n
 
S
m
i
t
h
 
L
y
m
a
n
,
1
8
3
5
-
1
9
2
0

)

は

開

拓

使

の
御

雇
外

人

技

師

の

一
人

で
あ

る

。
北

海
道

の
地

質

調

査

に

尽

力

し

、
『
北

海

道

地

質

総

論
』

と

と

も

に

「
日
本

蝦

夷
地

質

要

略

之

図

」
を

発
表

し

、

日
本

に

お

け

る

総
合

的

な
本

格

的

地

質

調

査

を

最
初

に

な

し

と

げ

た
人

と

し

て
知

ら

れ

て

い

る

。

彼

に
関

す

る
研

究

は

こ
れ

ま

で

に
も
少

く

な

い

が
、

本

格

的

研

究

は
今

後

の
課

題

で
あ

ろ

う

。
①

本

稿

も

ラ

イ

マ
ン
そ

の
も

の

を
研

究

の
対

象

と

す

る

も

の

で

は

な

い
。

ラ

イ

マ
ン
は
地

質

調

査

に
並

せ

て

日
本

人
地

質

技

師

の
育

成

に
も

尽

力

し

た

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。

そ

の
対

象

と

さ
れ

た
学

生

の
多

く

は
明

治

五
年

創

設

さ

れ

た

開

拓

使

仮

学

校

の
出

身

者

で
あ

っ
た
。

彼

等

は

ラ

イ

マ

ン
の
地

質

調

査

に
協

力

し

今

津

健

治

な
が

ら
地

質

技

師

と

し

て

の
学

習

と

訓

練

を

重

ね

て

い

っ
た

。

そ

し

て

日
本

に

お

け

る
初

期

の
鉱

山
技

師

の
有

力

な

グ

ル

ー
プ

を

形

成

し

た

。

こ
と

に
明

治

前

期

炭

坑

の
開

発

に

彼

等

の
果

し

た

役

割

は

大

き

か

っ
た
。

彼

等

は
鉱

山

行
政

に
関

与

し

た
後

、

九

州

や
北

海
道

、

あ

る

い

は
常

磐

地

区

の
石

炭

関

係

の
職

場

に

活
躍

の
場

を
求

め

て

い

っ
た
。
初

期

の

石

炭

関

係

の
高

級

技

師

は
初

期

留

学

生

、
東

京

大

学

理
学

部

採

鉱

冶

金

学

科

お

よ

び

工

部

大

学

校

鉱

山

科

の
出

身

者

と

い
く

つ
か

の
グ

ル
ー

プ

に
わ

か
れ

る

が

、

ラ

イ

マ

ン

の
弟

子

た

ち
も

こ

れ

ら

と

並

ぶ
有
力

な

グ

ル

ー

プ

で

あ

る

。

日
本

に
お

け
る

近

代

技

術

者

の
有

力

な

供

給

源

は
言

う

ま

で

も

な

く

工

科

大

学

で
あ

る
が

、

明

治

初

期

の
留
学

生
派

遣

や
各

官

庁

が

そ

れ

ぞ

れ

必

要

に
応

じ

て
設

立

し

た
技

術

者

養

成

機

関

も
無

視

す

べ
か

ら

ざ

る
存

在

で
あ

る

。

ラ

イ

マ
ン

の
弟

子

た

ち
も

そ

の

一
つ

の
例

証

で

あ

っ
た

こ
と

は
言

う

ま

で
も

あ

る

ま

い
。

高

度

に
制

度

化

さ
れ

た

工
科

大

学

の
技

術
教

育

と

そ

こ

か

ら
輩

出

さ
れ

た
技

術

者

に
対

し

て

、

ラ

イ

マ

ン
の
弟

子

た

ち

の
よ

う

に
各

官

庁

の

現
実

の
要

求

に

即

し

て
育

成

さ

れ

た
技

術

者

は
ど

の
よ

う

相

違

し

て

い

た

の

か
。

日
本

の

工
業

化

に

果

し

た
役

割

は

い
か

に
異

っ
て

い

た

の

か
。

エ
ネ

ル
ギ

ー

問

題

の
機

軸

で
あ

る

石

炭

産

業

の
場

を

か

り

て
、

ラ

イ

マ
ン

の
弟

子

た
ち

の
行

動

を

明

ら

か

に

し

な

が

ら
、

こ

れ

ら

の
問

題

に

い
く

ら

か

で
も

光

を
当

て
よ

う

と

す

る

の
が
本

稿

の

め

ざ

す

と

こ

ろ

で
あ

る

。

こ
の

こ

と

は

ま

た
同

時

に

日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

史

研

究

の

一

側

面

を

解

明

す

る

こ
と

に

な

る

で
あ

ろ
う

。

た
だ

今

回

は

そ

の
範

囲

を

ラ

イ

マ
ン

在

日
中

の
弟

子

た
ち

の
修

業

時

代

に
限

り

、

む

し

ろ
本

舞

台

と

も

い
う

べ

き

そ

の

後

の
彼

等

の
活

躍

に

つ

い
て

は

次

稿

に
譲

る

こ
と

に

し

よ

う

。

な

お

本

稿

の
作

成

に
あ

た

っ
て
京

都

大

学

理

学

部

地

質

学

鉱

物
学

教

室

、
北

海



道
大
学
北
方
資
料
室
、
北
海
道
立
地
下
資
源
調
査
所
図
書
室
の
方
々
等
に
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

る
次
第

で
あ
る
。

(
『
開

拓

使

顧

問

ホ
ラ
シ

・
ケ
プ

ロ
ン
報

文

』

明

治

十

二
年

)
所

収

分

二
、

B

・
S

・
ラ

イ

マ

ン

の

業

績

「
来
曼
氏
地
質
測
量
初
期
報
文

」

ラ

イ

マ
ン

の

日
本

に
お

け

る
業

績

に

つ
い

て
述

べ

る
前

に

、
彼

が
来

日

す

る

ま

で

の
経

歴

を

ま
ず

見

て

お

く

こ

と

に

し

よ
う

。

年

表

風

に
略

記

す

れ

ば
次

の
通

り

で
あ

る
。

㎝
八

三

五
年

米

国

マ
サ

チ

ュ
セ

ッ

ツ
州

ノ
ー
サ
ム
プ
ト

ン

に
生

れ

た
。

父

は

判

事

。
祖

父

も
裁

判

官

。

一
八

五

五
年

ハ
ー

バ
ー

ト

大

(
法
学

専

攻

)
を
卒

業

。

し

か

し
卒

業

後

は

地

質

学

者

J

・
ホ

ー

ル

(

)
の
指

導

で
地

質

調

査

に
従

事

。

一
八

五
九

年

パ

リ

の
鉱

山

学

校

(

)

に
学

ぶ
。

一
八

六

一
年

ま

で
在

学

。

続

い

て

ド

イ

ツ
の

フ
ラ

イ

ベ

ル

ヒ
鉱

山

学

校

(

)
に
学

び

翌

六

二
年

ま

で
在

学

。

帰

国

後

は
米

国

で
地

質

調

査

に

従

事

。

}
八

七

〇
年

イ

ン

ド
政

庁

の
依

嘱

を
受

け

パ

ン
ジ

ャ
ブ
地

方

の
油

田

調

査

に

従

事

。

一
八
七

二
年

開

拓

使

御

雇

技

師

と

し

て
H

・
マ

ン

ロ
ー

(

)

と

と
も

に
来

日
。

ラ

イ

マ
ン

は
明

治

五

年

十

一
月

来

日

し
、

開

拓

使

地

質

兼

鉱

山

士

長

と

し

て

三

力

年

の
契

約

で
北

海
道

各

地

の
地

質

調

査

に
従

事

し

た

。

給
料

は
年

俸

七

〇

〇

〇

ド

ル

(
墨

銀

)
の
高

給

で
あ

っ
た
。

彼

の
業

績

は
多

岐

に

わ

た

っ
て

い

る

が

、

次

に

か

か
げ

る
開

拓
使

発

行

の
彼

の
報

告

書

に
最

も

よ

く
集

約

さ

れ

て

い

る

と

い
え

よ
う

・
②

「
辺
士

・
来
曼
氏
北
海
道
記
事

」

「
辺
士

・
来
曼
氏
山
越
内
石
油
地
方
報
文

」

「
辺
士

・
来
曼
氏
泉
沢
石
油
地
方
報
文

」

「
辺
士

・
来
曼
氏
鷲

ノ
木
石
油
地
方
報
文

」

「
辺
士
・来
曼
氏
地
質
測
量
報
文
並
殆
ド
成
功
セ
ル
製
図
ノ
概
略
」

『
北

海
道

地

質

測

量
報

文

』

明

治

十

一
年

、

四

〇

二
頁

。

※

同

書

は

次

の
諸

報

告

か

ら

な

っ
て

い
る

。

「
北
海
道
地
質
測
量
報
文

」

「

マ
ク

ン

ベ

ツ
煤

田
報

文

」

「
サ

ン

ケ
ビ

バ

イ

及

ナ
イ

ヱ
煤

田
報

文

」

「
美
唄
煤
田
報
文

」

一99一

R
eports of H

orace C
apron. 1875

T
he first season's w

ork. 1873

 G
eological trip through Y

esso. 1874

Y
am

ukushinai oil lands. 1875

Idum
isaw

a oil lands.  1875

N
or tham

pton

W
ashinoki oil lands. 1875

J. H
all

Sketch of the unfinished m
aps and reports. 1875

E
cole des M

ines

akadem
ie

B
erg_

R
eport of progress of the Y

esso geological surveys 

    for 1875 and seven coal survey report. 1877. 211p.

D
aily progress in 1875. 1875

H
enry M

unroe

M
akum

bets coal field. 1875

Sankebibai and N
aie coal survey. 1876

B
ibai coal survey. 1876

N
uppaom

anai coal survey. 1876



A
3
>

「

ヌ

ッ
パ

オ

マ

ナ
イ
煤

田
報

文

」

P
o
r
o
n
a
i
 
c
o
a
l
 
s
u
r
v
e
y
.
 
1
8
7
6

「
幌
内
煤

田
報
文

」

I
c
h
i
k
i
s
h
i
r
i
 
c
o
a
l
 
s
u
r
v
e
y
.
 
1
8
7
6

「
イ

チ

キ

シ

リ
煤

田
報

文

」

K
a
y
a
n
o
m
a
 
c
o
a
l
 
f
i
e
l
d
.
 
 
1
8
7
6

「
茅

ノ
澗
煤
田
報
文

」

A
 
g
e
n
e
r
a
l
 
r
e
p
o
r
t
 
o
n
 
t
h
e
 
g
e
o
l
o
g
y
 
o
f
 
Y
e
s
s
o
.
 
1
8
7
7
.
1
1
6
p
.

・

『
北

海
道

地

質

総

論

』

明

治
十

年

、

二

三

二
頁

。

そ
の
後
ラ
イ
マ
ン
は
開
拓
使
と
の
三
力
年
と
い
う
最
初

の
契
約
が
若
干
延
長
さ

れ
た
が
、
明
治
九
年

二
月

一
日
よ
り
内
務
省
勧
業
寮
の
地
質
学
士
兼
鉱
山
士
長

(年
給

一
万
円
)
に
就
任
し
た
。
彼
が
担
当
し
た
の
は
主
と
し
て
秋
田
、
新
潟
、

長
野
、
静
岡
等

の
油
田
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
業
は
明
治
十
年
内
務
省
よ

り
工
部
省
に
移
管
さ
れ
、
彼
は
明
治
十

二
年
ま
で
工
部
省
に
在
籍
し
た
。
当
時

の

彼

の
業
績
は
工
部
省
か
ら
発
刊
さ
れ
た
次

の
文
献
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

R
e
p
o
r
t
 
o
f
 
p
r
o
g
r
e
s
s
 
f
o
r
 
1
8
7
8
.
R
e
p
o
r
t
 
o
f
 
p
r
o
g
r
e
s
s
 
f
o
r
 
t
h
e
 
f
i
r
s
t
 
h
a
l
f
 
o
f
 
1
8
7
9
.
R
e
p
o
r
t
 
o
f
 
i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 
o
b
t
a
i
n
e
d
 
t
h
r
o
u
g
h
 
m
e
s
s
r
.

. K
u
w
a
d
a
 
a
n
d
 
N
i
s
h
i
y
a
m
a
 
a
s
s
i
s
t
a
n
t
 
g
e
o
l
o
g
i
s
t
s
.

R
e
p
o
r
t
 
o
n
 
o
i
l
 
w
e
l
l
 
s
t
a
t
s
t
i
c
s
.

ラ

イ

マ
ン
は

工

部
省

を

去

っ
た
後

も

、

な

お

一
年

余

日
本

に
滞

在

し
地

質

図

の

完

成

に
尽

力

し

た
。
故

国

ア

メ

リ
カ

の
土

を
踏

ん
だ

の
は

明

治

一
四

年

の
春

で
あ

っ
た
。

し

か

し

そ

の
後

も
目

本

と

の
交

流

は
続

き

、

弟

子

の
う

ち

三

人

の
人

々
が

彼

を

慕

っ
て
渡

米

し

た

し

、
彼

も

晩

年

(
明

治

三
九

年

、
,
七

一
才

)
フ

イ
リ

ッ
ピ

ン

の
炭

坑

調

査

の
途

中

日
本

に

立

寄

り

弟

子

た
ち

と

の
再

会

を

喜

ん
だ

。

亡

っ

た

の

は
第

一
次

大

戦

後

の

一
九

二

〇
年

(
大

正

九
年

)
八
月

三

〇

日

で

八

四
才

の

長

寿

を
保

っ
た
。

●

三
、

弟

子

た

ち

の
生

い
立

一蜘「

〈
4
>

へ
5
ノ

/
6
>

R
e
p
o
r
t
 
o
f
 
p
r
o
g
r
e
s
s
 
f
o
r
 
t
h
e
 
f
i
r
s
t
 
y
e
a
r
 
o
f
 
t
h
e
 
o
i
l
 
s
u
r
v
e
y
.
1
8
7
7
.
 
6
3
p
.

『
日
本

油

田
地

質

測

量

書
』

明

治

十

年

、

九

一
頁R
e
p
o
r
t
 
o
f
 
t
h
e
 
s
e
c
o
n
d
 
y
e
a
r
s
 
p
r
o
g
r
e
s
s
 
o
f
 
t
h
e
 
s
u
r
v
e
y
 
o
f

t
h
e
 
o
i
l
 
l
a
n
d
s
 
o
f
 
J
a
p
a
n
.
 
1
8
7
8
.
 
 
6
7
p
.

.

中
村
新
太
郎
訳

「
ラ
イ

マ
ン
日
本
油
田
調
査
第

二
年
報

」
(

『地

球
』
第
十
四
巻
第
三
号
～
第
十
五
巻
第
六
号

)R
e
p
o
r
t
s
 
o
f
 
p
r
o
g
r
e
s
s
 
f
o
r
 
1
8
7
8
 
a
n
d
 
1
8
7
9
,
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l

s
u
r
v
e
y
 
o
f
 
J
a
p
a
n
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2
6
6
p
.

ラ

イ

マ

ン
の
地

質

調

査

に
随

行

し

、

そ

の
指

導

と

教

育

を
受

け

た
人

々

の
多

く

は

、
開

拓

使

仮

学

校

の
生

徒

で

あ

っ
た
が

、

山

内

徳

三
郎

の

よ

う

に

す

で

に
開

拓

使

御

用

掛

で
生

徒

監

督

の
立

場

に

あ

っ
た

人

や

、
安

達

仁

造

の

よ
う

に
仮

学

校

の

生

徒

で

は

な

か

っ
た

が

、

ラ

イ

マ

ン
に
随

行

し

、

そ

の
指

導

を
受

け

た
人

も

含

ま

れ

て

い

た

。
③

彼

等

は

一
様

に

士

族

の
出

身

で

は

あ

る

が

、

北

海
道

の
地

質

調

査

に
参

加

す

る

ま

で

に

た
ど

っ
た
経

歴

は
各

人

各

様

で
あ

っ
た

。

以

下

、
筆

者

の
調

査

で

判

明

し

た
範

囲

で
各

人

の
出

自

、

経

歴

等

に
つ
い
て
述

べ
る

こ
と
に
し
よ
う
。

山

内

徳

三

郎

(

一
徳

、

徳

)

旧

幕

臣

。

弘

化

元

年

三

月
十

六

日

、
京

都

に
生

れ

る

。

山

内

提

雲

、

山
内

作

左



衛
門
等
の
弟
。
安
政
五
年

一
四
才
の
時
、
兄
作
左
衛
門
に
従

っ
て
北
蝦
夷
に
渡

り
、

つ
い
で
文
久
三
年

一
九
才
の
時
、
長
崎
に
遊
学
し
医
学

を
修

め
た
と

い

う
。
維
新
の
動
乱
に
際
し
て
は
、
従
弟

の
松
本
良
順
に
従

っ
て
会
津
、
庄
内
等

で
戦
病
者
の
診
察
に
従
事

し
た
。
そ
の
後
、
英
語
塾
を
開
き
、
明
治
五
年
三
月

開
拓
使
御
用
掛

(
翻
訳
方

・
月
給
百
円

)
、
翌
六
年
三
月
ラ
イ
マ
ン
の
北
海
道

地
質
調
査
に
翻
訳
方
と
し
て
同
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

(
内
藤
遂

『遣
魯
伝
習
生

始
末
』
昭
和

一
八
年
。
北
海
道
庁
所
蔵
履
歴
書
参
照
。
な
お
佐
々
木
享

「
山
内

提
雲
の
生
涯

」

『鉄
鋼
界
』
昭
和
四
五
年

一
二
月
号
は
山
内
徳
三
郎
に
つ
い
て

も
述
べ
て
い
る
。
)

稲
垣
徹
之
進

鳥
羽
藩
士
族
。
嘉
永
五
年
生
れ
。
同
郷

の
先
輩
で
あ
る
近
藤
真
琴
塾
や
横
浜
川

口
の
川
村
敬
三
塾
に
学
ぶ
。
明
治
五
年
開
拓
使
仮
学
校
生
徒
。
翌
六
年
ラ
イ
マ

ン
の
北
海
道
地
質
調
査
に
随
行

(
北
海
道
大
学
沿
革
資
料
参
照
)
。

賀
田
貞

一

長
門
国
豊
浦
藩
士
族
。
嘉
永
三
年

一
〇
月
二
〇
日
生
れ
。
藩
校
を
経

て
明
治
元

年
沼
津
に
お
い
て
西
周
に
英
語
を
学
び
、
後
上
京
し
て
慶
応
義
塾
に
入
る
。
同

五
年
開
拓
使
仮
学
校
生
徒
。
翌
六
年
ラ
イ
マ
ン
の
北
海
道
地
質
調
査
に
随
行
。

(
「
賀
田
貞
一
君
略
伝

」

『
日
本
鉱
業
会
誌
』
第
三
七
〇
号
参
照

)
。

桑
田
知
明

越
後
国
新
発
田
藩
士
族
。
弘
化
四
年
五
月
江
戸
に
生
れ
る
。
父
は
新
発
田
藩
医

村
松
立
斎
で
江
戸
深
川
で
開
業
、

ア
イ

ヌ
人
に
最
初

に
種
痘
を
施
し
た
人
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。

一
六
才
で
江
戸
に
出
て
講
武
所
に
お
い
て
洋
式
調
練
を
受

け
る
。
坪
井
塾
に
学
び
、
坪
井
の
紹
介

で
桑
田
家

(
但
馬
国
出
石
藩
士

)
の
養

子
と
な
る
。
一
八
才

で
大
鳥
圭
介
塾
に
入
り
、

つ
い
で
開
成
所
に
お
い
て
フ
ラ

ン
ス
語
を
学
ぶ
。
明
治
二
年
五
月
大
学
南
校
教
授
手
伝

一
等
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ

ら
に
大
学
大
得
業
生
と
な
り
、
貢
進
生
等
を
教
え
た
。
当
時
の
生
徒

の
な
か
に

曽
根
荒
助

(
大
蔵
大
臣

)
、
石
本
新
六
(
陸
軍
大
将

)
、
桜
井
錠
二
(
東
大
教

授

・
化
学
者

)
等
が
い
た
。
明
治
四
年
父
の
死
に
よ
り
、
官
を
辞
し
て
新
発
田

に
帰
り
、
洋
学
校
を
興
そ
う
と
し
た
り
、

フ
ラ
ン
ス
留
学
を
企

て
た
り
し
た
が

果
せ
ず
、
同
五
年
開
拓
使
仮
学
校
生
徒
と
な
る
。
翌
六
年
ラ
イ

マ
ン
の
北
海
道

地
質
調
査
に
随
行

(
「
波
瀾
重
畳
の
五
十
年

」

『
石
炭
時
報
』
第

二
巻
第

一
一

号
、

「
桑
田
知
明
翁
を
痛
悼
す

」

『
日
本
鉱
業
会
誌
』
第
六

一
四
号
、
北
海
道

庁
所
蔵
履
歴
書
参
照
、
そ
の
他
梅
渓
昇
氏
の
御
教
示
に
よ
る

)
。

島
田
純

一

山
口
藩
士
族
。
嘉
永
五
年
周
防
国
熊
毛
郡
室
積
村
に
生
れ
る
。
藩
校
明
倫
館
を

経
て
明
治
二
年
外
務
省
洋
語
学
所
に
入
学
。
同
五
年
開
拓
使
仮
学
校
生
徒
、
同

七
年
ラ
イ
マ
ン
の
北
海
道
地
質
調
査
に
随
行

(

『
筑
豊
炭
礦

誌
』
七
三
二
頁
参

照

)
。

杉
浦

(
高
橋

)
譲
三

旧
幕
臣
、
嘉
永
六
年
末
に
江
戸
に
生
れ
る
。
杉
浦
誠

(
箱
館
奉
行

)
の
養
子
と

な
る
。
維
新
の
動
乱
に
際
し
て
は
新
発
田
、
米
沢
等
で
戦
う
。
東
京
に
帰
り
父

に
従

っ
て
函
館
に
移
り
、
函
館
学
校

へ
入
学
。
明
治
六
年
開
拓
使
仮
学
校
生
徒
、

同
年
ラ
イ

マ
ン
の
北
海
道
地
質
調
査
に
随
行

(
「
私
の
役
人
生
活

」

『石
炭
時

報
』
第
三
巻
第
四
号

)
。

西
山
正
吾

上
田
藩
士
族
。
嘉
永
五
年
九
月
二
八
日
上
田
に
生
れ
る
。
明
治
五
年
開
拓
使
仮

学
校
生
徒
、
同
七
年
ラ
イ
マ
ン
の
北
海
道
地
質
調
査
に
随
行

(
「
故
西
山
正
吾

略
歴

」

『
日
本
鉱
業
会
誌
』
第
五
四
七
号
、
九
州
大
学
所
蔵
西
山
正
吾
関
係
資

料
参
照

)
。

ば
ん坂
市
太
郎

大
垣
藩
士
族
。
安
政
元
年
五
月
七
日
生
れ
。
壬
申
義
塾
を
経
て
明
治
五
年
開
拓

使
仮
学
校
生
徒
。
翌
六
年
ラ
イ

マ
ン
の
北
海
道
地
質
調
査
に
随
行

(
坂
市
太
郎

一
〇1陶



「
北
海
道
の
開
発
と
石
炭
鉱
業

」

『
日
本
鉱
業
会
誌
』
第
四
〇
三
号
、

「
坂
市

太
郎
氏
の
片
鱗

」

「石
炭
時
報
』
第
二
巻
第
九
号
参
照

)

前
田
精
明

(
友
野
鴻
次
郎

)

松
代
藩
士
族
。
安
政
元
年
五
月
二
七
日
江
戸
に
生
れ
る
。
前
田
量
平
の
養
子
と

な
る
。
維
新
の
動
乱
で
は
奥
越
の
戦
闘
に
参
加
。
明
治
五
年
開
拓
使
仮
学
校
生

徒
、
同
七
年
ラ
イ
マ
ン
の
北
海
道
地
質

調
査
に
随
行

(
北
海
道
庁
所
蔵
履
歴
書

参
照

)
。

山
際
永
吾

会
津
藩
士
族
。
嘉
永
六
年
五
月

一
五

日
会
津
若
松
に
生
れ
る
。
藩
校
日
進
館
に

学

ぶ
。
会
津
落
城
に
際
会
、
獄
中
で
榎
本
武
揚
、
大
鳥
圭
介
に
英
語
、
数
学
を

学
ぶ
、
出
獄
後
、
沼
間
守

一
塾
に
学

ぶ
。
明
治
五
年
開
拓
使
仮
学
校
生
徒
、
同

七
年
ラ
イ

マ
ン
の
北
海
道
地
質
調
査

に
随
行

(
「
故
山
際
永
吾
君
小
伝

」

「
日

本
鉱
業
会
誌
』
第
三
八
五
号
参
照

)
。

安
達
仁
造

出
雲
国
母
里
藩
士
族
。
嘉
永
六
年
十

二
月
母
里
に
生
れ
る
。
父
は
松
江
藩
医
。

明
治
三
～
四
年
の
こ
ろ
東
京
に
出
て
学
僕
と
な
り
洋
行
を
企
て
た
が
な
ら
ず
、

開
拓
使
外
人
教
師
館

の
ボ
ー
イ
と
な
る
。
明
治
六
年
ラ
イ
マ
ン
の
北
海
道
地
質

調
査
に
随
行

(

『
筑
豊
炭
礦

誌
』
七
二
九
頁
、
「
思
ひ
出
の
人
」

「
石
炭
時
報
』

第

一
巻
第
九
号
参
照

)
。

開
拓
使
仮
学
校

に
入
学
す
る
ま
で
の
各
人
の
経
歴
は
以
上
に
述
べ
た
通
り
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
洋
学
に
比
較
的
理
解
の
深

い
家
庭
に
生
れ
、
優
れ
た
先
輩
や
有
力
な

指
導
者
に
も
恵
ま
れ
、
藩
校
等
で

一
応

の
基
礎
教
育
を
受
け
た
後
、
洋
学
校

や
民

間
私
塾
等
で
外
国
語
や
洋
式
数
学
の
知
識
を
修
得
し
て
入
学

し
た
も
の
の
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
の
学
力
の
ほ
ど
が
、
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ

っ
た
か
は
か
な
ら
ず
し

も
明
確
で
は
な
い
。
島
田
純

一
の
回
顧
、に
よ
れ
ば

「
皆
知
識
の
程
度
は
低
か
っ
た
。

私
な
ど
二
十
才
の
時
始
め
て
英
字
を
見
た
位
で
あ
る
。
体
格
ば
か
り
大
人
で
、
学

力

は
外

国

の
少

年

以

下

の
連

中

に

教

え

る

の
で

あ

る

か

ら

外

国

人

の
先

生

も

随

分

骨

が

折

れ

た
。

米

人

某

教

師

は
生

徒

の
程

度

が

低

い
と

云

っ
て
逃

げ

た
位

で
あ
る

」

(
「

ラ

イ

マ
ン
先

生

」

『
石

炭

時

報

』

第

}
巻
第

三

号

)
と

あ

る
。

ま

た

『
北

海

道

帝

国

大

学

沿

革

史
』

(

一
九

頁

)
は

初

期

の
開

拓

使

仮

学

校

の
生

徒

を

評

し

て

「
元
来

同

校

生

徒

は
各

藩

よ
り

集

ま

れ

る

も

の

に
し

て

一
般

に
年

長

け
、

且

つ
粗

暴

に
し

て
規

律

を
軽

ん

じ

加

う

る

に

其

半

は

外

国

語

に
通

ぜ
ず

、
授

業

上

大

な

る

支

障

を

来

せ

し

か

ば

…
…

」
と

も

述

べ

て

い
る

。

ま

た

ラ

イ

マ

ン
自

身

も

最

初

の

報

告

書

で
あ

る

「
来

曼

氏

地

質

測

量

初

期

報

文

」

(
前

節

参

照

)
に

お

い

て

「
出

発

ノ
頃

〔
明

治

六
年

春

〕

ハ
地

質

学

ハ
勿

論

、
多

ク

ハ
測

量

、

図

学

及

ビ

通

常

ノ

算

術

サ

へ
全

ク
之

ヲ
知

ラ
ザ

リ

シ

ガ

…

…

」
と
述

べ

て

い

る
。

ま

た
彼

は

別

の
報

告

書

(

『
北

海

道

地

質

総

論

』

.
=

五

頁

)
に

お

い

て

「
彼

等

力
始

テ
測

量

に
従

事

セ

シ
頃

ハ
算

術

未

タ

小

分

数

(
デ

シ

マ
ル

・
フ
ラ

ク

シ

ョ

ン

)

二
過

キ

ズ

、

製

図

等

二
至

テ

ハ
之

ヲ
学

ヒ

シ
者

、

殆

ト

稀

ナ
リ

キ

」
と

も

述

べ

て

い

る
。

こ

の
よ

う

に
開

拓

使
仮

学

校

は
外

国

語

教
育

に

し

て
も

理

数

科

教

育

に
し

て
も

、

初

歩

的

段

階

か

ら
始

め
な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ
た

よ

う

で
、

創

設

期

の
高

等

教

育

機

関

の
苦

悩

を
浮

ぼ
り

に
し

て

い

る

よ

う

に
思

わ

れ

る

。

た

し

か

に
知

識

そ

の
も

の
は

語

学

や
数

学

の
初

歩

的

教

育

機

関

が

十

分

に

整

備

さ

れ

る
以

前

の
当

時

の
段

階

で

は

、

以

上

に
述

べ

た
よ

う

に

程

度

の
高

い
も

の

は

望

め

な

い

に
し

て
も

、

し

か

し

な

が

ら
彼

等

は
維

新

の
動

乱

等

の
攪

乱

作

用

を

受

け

な
が

ら
も

、

一
様

に
伝

統

的

な

教

育

機

関

に

お

い

て
組

織

的

な

基
礎

教

育

を

経

過

し
て
き
た
青

年
武
士

の

な

か

の
最

も

若

い
世

代

の
知

識

人

で

、
新

知

識

に

よ

る

訓

練

に
十

分

に
耐

え

、

ま

た

そ

の
受

容

力

に

お

い

て
も

大

き

な

可
能

性

を
秘

め

て

い
た

こ
と

は

否

定

す

べ
く

も

な

い
で

あ

ろ

う

。

後

述

す

る

よ

う

に
彼

等

の

そ

の
後

の

生

涯

が

、

そ

の
こ

と

を

明

ら

か

に

し

て
く

れ

る

の

で
あ

る

。

そ

れ

に

し

て
も

彼

等

が

ど

の
よ

う

な

理
由

で
多

く

の
開

拓

使

仮

学

校

の
生
徒

の
中

か

ら
特

に
選

ば

れ

ラ

イ

マ
ン

の
北

海
道

地

質

調

査

に
随

行

す

る
よ

う

に
な

っ

た

か

に

つ
い

て

は
明

確

で

は

な

く

、

今

後

の
調

査

が

一
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必

要

で

あ

る
。

た
だ

彼

等

が
成

績

が
優

れ

健

康

に
恵

ま

れ

て

い
た

こ

と

が

有

力

な

要

因

の

「
つ
で
あ

っ
た

こ
と

は

想
像

に
難

く

な

い

の

で

あ

る
。

な

お

ラ

イ

マ
ン

の

北

海

道

地

質

調

査

に
随

行

し

た
開

拓

使

仮

学

校

の
生

徒

は

、
前

記

の

一

一
人

の
う

ち
山

内

、
安

達

の

二
人

を
除

い
た

九
人

の
他

に

、
斉

藤

武

治

、

三

沢

思
裏

の

二
人

が

い

た

が

、

こ

れ

ら

の
人

々

を

含

め

て
、

明

治

七

年

分

の
彼

等

の
試

験

成

績

を
示

せ

ば
次

の

通

り

で
あ

る
。

〔
註

記

〕

読

法

、
綴

字

、
文

法

は

英

語

、

作
文

は

国

語

の

こ
と

で
あ

ろ

う

か

。

一
〇

〇

点

満

点

。

資
料

は

「
札

幌

農

学

校

公

文

録

』

(
北

海

道

大

学

沿

革

資

料

)
を

用

い

た
。

同

資

料

に
よ

れ

ば
明

治

六

年

の
成

績

も

部

分

的

に

明

ら

か

で

あ

る

。

明

治

七
年

試

験

成

績

表

氏

名

科

目

斉

藤

武

治

坂

市
太
郎

島

田

純

一

西

山

正

吾

山

際

永

吾

三

沢

思

嚢

賀

田

貞

前

田

精

明

読
法

2030706040403030

綴
字

5748705345505748

文
法

63鈴9184696657

地

理
37976750485024

算
術

8460806669

作

文
40454060

開
拓
使
仮
学
校
、
そ
の
後
身
の
札
幌
農
学
校
は
、
明
治
初
期
に
各
官
庁
が
必
要

に
応
じ
て
設
立
し
た
こ
れ
と
同
類

の
い
く

つ
か
の
高
級
技
術
者

の
養
成
…機
関
と
の

比
較
研
究
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
が
、

た
だ
、
ほ
と
ん
ど
同
時

(
明
治
六
年

)
に
開
校
し
た
工
部
大
学
校

(
当
時
は
工
学

寮

)
と
の
比
較
で
簡
単
に
ふ
れ
て
言
え
ば
、
工
部
大
学
校

の
教
育

の
方
が
出
発
点

か
ら
は
る
か
に
組
織
的
計
画
的
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
入
学
者

の
基
礎
学
力
も

英
語
、
数
学
と
も
や
や
上
位
に
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

て
か
開
拓
使
仮
学
校
か
ら
の
工
部
大
学
校

へ
の
転
学
も
あ
っ
た
模
様
で
、
筆
者

の

北
海
道
大
学
沿
革
資
料
に
よ
る
調
査
の
範
囲
で
は
仙
石
亮
、
千
種
基

(
と
も

に
工

部
大
学
校
第

二
回
卒
業
生

)
や
大
日
方

一
輔

(
工
科
大
学
明
治

一
九
任
卒
業

)
が

そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
堀
田
連
太
郎

(
東
京
大
学
採
鉱
冶
金
学
科
明
治

一
四
年
卒
、

製
鉄
所
長
官

)
も
開
拓
使
仮
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
残
さ
れ
て
い

る
成
績
も
優
秀
で
あ
る
。

四
、

各

地

の
地

質

調

査

ラ

イ

マ

ン

の
在

日
中

の
業

績

に

つ

い

て
は

、
先

に
掲

げ

た

の
彼

の

報

告

書

に
明

ら

か

な

こ

と

は
、

す

で

に
述

べ

た
が

、

弟

子

の
筆

頭

で
あ

る
山

内

徳

三
郎

は

『
北

海

道

鉱

業

新

報

』

に
明

治

三

六
年

一
月

一
〇

日

よ

り

四
回

に

わ

た

っ

て

「
ベ

ン
ジ

ャ
ー

ン

・
ス
ミ

ス

・
ラ

イ

マ

ン
氏

ノ
伝

」
を
連

載

し

、

ラ

イ

マ

ン

の

業

績

を
簡

潔

に
要
約

し

て

い
る

。

彼

自
身

の
経

験

に
基

づ

い
た

記

述

で

あ

る

の

は

勿

論

で

あ

ろ

う

が

、
前

述

の
△
・∀

～

〈
》

の
報

告

書

を
十

分

に
参

照

し

た

で

あ

ろ

う

こ

と

は

、
文

面

か

ら

も
推

測

で
き

る
。

山

内

の

こ

の

記

述

は

明
治

四

四
年

七

月

『
ベ

ン
ジ

ャ

ミ

ン

・
ス
ミ

ス

・
ラ

イ

マ

ン
氏

小

伝

』

な

る
小

冊

子

(
ガ

リ
版

、

}

一
丁

)
と

し

て
、

恩

師

ラ

イ

マ
ン

の

七

七
才

の
祝

賀

の

た

め

に
発

刊

さ

れ

た

。

そ

の

う

ち
北

海

道

地

質

調

査

に
直

接

関

係

が

あ

る
来

日

か

ら

明

治

八

年

ま

で

の

記

述
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は
、

す

で

に
桑

田
権

平

著

「
来

曼

先

生

小

伝
』

(
昭

和

一
二
年

)
に

「
来

曼

先

生

閲

歴

概

要

」
の
抜

粋

と

し

て
ほ

と

ん

ど

原
文

の
ま

ま
転

載

さ

れ

て

い
る

。

従

っ
て
前

半

の
部

分

は

重

複

の
煩

を

冒

す

こ
と

に

は

な

る

が

、
次

に

前

述

の

山

内

著

『
ベ

ン
ジ

ャ
ミ

ン

・
ス

ミ

ス

・
ラ

イ

マ
ン
氏

小

伝
』

に

従

っ
て

在

日
中

の

ラ

イ

マ

ン
の
業

績

を
紹

介

し

な

が

ら

、

そ

の
な

か

に
弟

子

た

ち

の
姿

を

追

っ
て

み

る

こ
と

に

し

よ

う
。

彼

等

が

い

か

に
外

人

技

師

の
も

と

で

学

習

し

訓
練

さ

れ

、

一
人

前

の
地

質

技

師

に
成

長

し

て

い

っ
た

か
が

明

ら

か

に

な

る

で

あ

ろ

う

。

文

中

〔

〕

の
記

述

が
筆

者

に

お

い

て
加

筆

し

た
弟

子

た
ち

の

行
動

そ

の
他

で

あ

る

。

明

治

六
年

開

拓

使

は

ラ

イ

マ

ン
氏

に
地

質

兼

鉱

山

士

長

と

し

て

北

海

道
地

質

測

量

の
事

を

委

任

せ

り

。
依

て
先

づ

東

京

に
於

て
開

拓

使

仮

学

校

生

徒
中

よ

り

選

抜

せ

る
数

名

の
学

生

に
速
成

の
学

術

を
教

授

す

る
等

専

ら
諸

般

の
準

備

を

な

せ

り

。

明

治

六
年

四

月

下
旬

数

名

の
学

生

及
附

属

吏

員

〔
御

用
掛

日

山
内

徳

三
郎

、

生

徒

得

稲

垣

徹

之

進

、
賀

田
貞

一
、

桑

田
知

明

、

杉

浦

譲

三

、
坂

市

太

郎

、

斉

藤

武

治

、

三

沢

思
嚢

、
事

務

官
　

秋

山

美

丸

、

通
訳

日

佐

藤

秀

顕

〕
を
率

い
て

札

幌

に
赴

き

、
其

採

用

せ

ん

と

す

る
地

質

測

量

の
方

法

を

全

く

経

験

な

き
学

生

等

に
教

授

せ

り

。

札

幌

着

後

は
第

一
に
石

狩

の
上

流

に
向

う

べ

き
予

定

な

り

し

も

、

河

水

脹

溢

の

為

め
、

先

づ

南
部

の
調

査

に
着

手

し
茅
澗

炭

山

を
概

測

し

、

同
処

よ

り

補

助

手

の

一
部

〔
稲

垣

、
賀

田

、

坂

、

三
沢

、

佐

藤

〕
を

派

出

し

(
モ

ン

ロ
…

氏

其

の

長

た

り

)
、
利

別

、

江

差

の
両

金

田
及

遊

楽

部

鉛

山

を

調

査

せ

し

め

、

氏

は
積

占

丹
半

島

地

方

を

巡

回

し

、

一
旦

札

幌

に
帰

り

補

助

手

の
残

部

〔
山

内

、
桑

田

、

杉

浦

、
斉

藤

、
秋

山

〕
を

率

い

て
幌

内

炭

山

に
至

り
短

期

の
予

測

を

了

り

て
札

幌

に
帰

り

、
更

に
補

助

手

三
名

〔
桑

田
、

杉

浦

、

斉

藤

に
実

は
山

内

を

加

え

て

四
名

〕
を

以

て
茅

澗
炭

山

の
測

量

を
補

足

せ
し

め
、

氏

は
常

山

渓

の
産

鉱
地

を

巡

視

し

、
次

で

ケ
プ

ロ
ン
氏

と
共

に
石
狩

河

口

を
踏

査

し
、

転

じ

て
茅

澗

炭

山

に
至
り
其
調
査
を
監
視
し
、
茶
津
内
、
渋
井
両
港
を
略
測
し
、
補
助
手
と
共
に

岩
雄
登
硫
黄
山
を
略
測
し
、
補
助
手
を
し
て
山
越
内
、
鷲
木
の
石
油
地
を
測
量

せ
し
め
、
氏
は
後
志
川
を
横
ぎ
り
東
海
岸
に
出
で
有
珠
、
登
別
、
樽
前

の
硫
黄

山
、
幌
別
附
近
の
新
産
鉱
地
を
巡
視
し
、
利
別
砂
金
地
を
経
て
山
越
内
に
至
り
、

其
調
査
を
監
視
し
た
る
後
、
之

に
従
事
し
た
る
補
助
手
を
し
て
更
に
泉
沢
石
油

地
を
調
査
せ
し
め
、
氏
は
夫
よ
り
遊
楽
部
鉛
山
、
駒
ケ
岳
、
恵
山
の
硫
黄
山
、

古
武
井
の
砂
鉄
其
他
を
巡
視
し
、

泉
沢
に
至
り
て
其
測
量
を
監
視
し
、

更
に

近
傍
各
地

の
産
鉱
地
を
巡
回
し
て
函
館
に
出
づ
、
時
既
に
初
冬
に
入
り
降
雪
頻

り
に
至
る
を
以
て
、
各
地
の
補
助
手

　
同
を
引
揚
げ
十

一
月
十
日
函
館
を
発
し

帰
京
し
、
十

二
月
二
十
五
日
本
年
の
事
業
報
告
を
提
出
せ
り
。

明
治
七
年

明
治
七
年
四
月
二
十
七

日
北
海
道
産
石
炭
試
験
報
文
を
提
出
す
(
此
報
文
は
専

ら
モ
ン
ロ
ー
氏
の
手
に
成
り
本
邦
に
於
け
る
完
全
な
る
石
炭
分
析
の
鴨
失
と
も

謂
う
べ
し

)
。

五
月
十
八
日
新
に
四
名
の
学
生

〔
島
田
純

一
、
西
山
正
吾
、
前
田
精
明
、
山
際

永
吾

〕
を
加
え
た
る
補
助
手
の
全
部
を
率

い
て
東
京
を
発
し
、
二
十

日
函
館
に

着
し
、
二
十
四
日
補
助
手
を
先
発
せ
し
め
、
氏
は
二
十

六
日
出
発
せ
し
が
大
雨

の
為
め
滝
留
数
日
、
六
月
四
日
札
幌
に
着
し
、
石
狩
煤

田
測
量
方
法
に
関
し
詳

細
な
る
訓
令
を
補
助
手
に
与
え
同
十

一
日
彼
等
を
出
発

せ
し
む
。
此
際
氏
は
石

狩
河
の
水
源
を
極
め
分
水
嶺
を
越
え
て
十
勝
に
出
づ
べ
き
目
的
を
以
て
七
十

五

日
間
の
食
糧
を
用
意
し
、
訳
官

〔
佐
藤

〕
及
吏
員

一
名

〔
秋
山

〕
人
夫
数
十
名

を
従
え
同
十
七
日
札
幌
を
発
し
二
十
日
夕
張
川
を
潮
り
砂
礫
中
に
炭
塊

の
散
在

す
る
を
発
見
し
、
且
其
地
質

の
幌
内
と
同

一
な
る
を
視
、
此
地
方
に
於
け
る
煤

田
の
甚
だ
重
要
な
る
も
の
た
る
べ
き
を
察
知

せ
り
。
同
二
十
四
日
幌
内
に
至
り
、

襲
に
派
遣
せ
る
補
助
手
に
会
し
、
必
要
の
訓
令
を
与
え
大
雨
に
て
数
日
同
地
に

滞
在
し
、
其
経
過
せ
る
地
方
の
見
取
図
を
調
製
せ
り
。

}04一



七
月

}
日
石

狩

河

右

岸

な

る
支

流

シ

ベ

ツ

に
於

て
炭

塊

を
認

め
、

北

西
方

面

の

山

亦

是

煤

田

た
る

べ
き

を

知

る
。

同

三

日
空

知

河

口

に

達

し
、

四

日

、

五

日

の

両

日
其

概

況

を
視

察

し

、

有

望

の
炭

田

た
る

を

知

り

、

見
取

図

を
製

し

詳

細

な

る
訓

令

を
認

め

、
特

使

を
派

し

て
之

を
幌

内

に

あ

る

補

助
手

に
送

附

し

(
彼

地

に
於

け

る
補

助

手

が

此

地

に

達

せ

し
時

の
為

め

に

と

て
な

り

)
、
歩

を

上

流

に

進

め

、
支

流

に
会

え

ば

必
ず

之

を
検

し

て
炭

片

を

索

め

ト

ッ
ク

及

び

雨

竜

川

に

於

て
之

を
発

見

し
得

た

り

(
氏

が
頻

り

に
炭

片

を

索

め
し

は

石
狩

原

野

左

右

の

連

山

は

一
大

煤

田

た

る

べ
し

と

の
概

念

に

よ

れ

る

な
り

)
。

同
十

二
日
神

居

占

潭

の
瞼

を

凌

ぎ

十

三

日

上

川

(
旭

川

)
に
着

す

。

此

地

美

麗

な

る

平

野

に

し

て
他

日
離

宮

の
造

営

せ

ら

る

べ
き

好

位

置

な

る

を

認

め

た
り

。

十

五

日
愛

別

に
達

す

。

是

よ

り

上

流

人

跡

絶

た
り

。

十

九

日
ボ

ン

ベ

ツ

シ

に
達

し

、

独

木

舟

も

既

に

適

せ

ざ

る

を
以

て
是

よ

り

徒

歩

す
。

二
十

二

日
以

後

は

人

跡

の
曽

て
到

り

し
事

な

き

地

を
駄

渉

せ
し

か
ば

、

或

は
蔓

に
依

り

て
断

岸

を

筆

ぢ

、

或

は
木

を

横

え

て
急

濡

を
渉

る
等

頗

る
困

難

を
嘗

め

、

二
十

四

日

漸

く

分

水

嶺

の
頂

上

に
達

せ

り

。

夫

よ
り

十

勝

の
漢

谷

を

下

り

二
十

七

日

に

至

り

て
始

め

て
土

人

の
廃

居

を

認

む
。

今

や
前

途

尚

お
数

日

の
行
程

を
存

し

、
携

う

る
所

の
食

糧

は
漸

く

将

に
尽

ん

と

せ

し

が
辛

う

じ

て

八

月

二

日
十

勝

の
海

岸

な

る
大

津

に
出

つ

る

を
得

た
り

。

札

幌

を
発

せ

し

よ
り

実

に
七
十

七

日

目

な

り

。

斯

く

て

此
地

よ
り

歴

舟

の
砂

金
地

及
釧

路

の
諸
炭
礦

を

視
察

し

、

二
十

日
根

室

に
着

し
該

半

島

の
地

質

を

巡
視

し

、
北

見

国

斜

里

に
到

り

、
転

じ

て

イ

タ

シ

ベ

オ

ニ

の
硫

黄

山

(
後

に
斜

里
硫

黄
山

と
称

し
多

額

の
硫

黄

を

産
出

せ

り

)
を
視

、

海
岸

に
沿

い
西

行

し

て
宗

谷

に
出

で

、
十

月

上

旬

小

平

蘂

、

留
萌

等

の
炭

山

を

巡

視

し

、
更

に
石

狩

、

小

樽

等

を

経

て
岩

内

に
出

で

、
茅

澗

炭

山

に
到

り

、
新

に
開

く

べ
き
疏

水

坑

の

位

置

を

検

し

、
雷

電

越

よ

り

函

館

を
経

て

二
十

七

日

帰

京

せ
り

。

此

年

助

手

モ

ン

ロ
ー

氏

に
属

せ

し

め

た
る
補

助

手

の

一
隊

〔
稲

垣

、

島

田

、

杉

浦

、

前

田
、

斉

藤

〕
は

一
ノ
渡

砂

金

地

ヲ
測

量

し

、

広

尾

及
歴

舟

地

方

ノ
砂

金

地

、

幕

別

炭

山

の
測

量

を

な

し

、

他

の

一
隊

〔
山

内

、

賀

田
、

桑

田
、

西

山

、

坂

、

山
際

〕
は
幌

内

炭

山

、

幌

内

、

石

狩

河

間

及

幌

内

、

空

知

川

間

連

絡

測

量

に

従
事

せ
り

。

明

治

八

年

明

治

八

年

四

月
中

山

越
内

、

泉

沢

及
鷲

木

石

油

地

地

質

測

量

報

文

を

提

出

し

、

同

五
月

中

各

地

製

図

の
進

行

及

補

助
手

の
技

価

に
就

き

て

の
報

文

、

又

利

別

、

久

遠

、

江

差

、
松

前

、

武

佐

及

十

勝

の
各

砂

金

地

調

査

報

文

を

提

出

す

。

同

六
月

十

五

日
補

助

手

〔
稲

垣

、

賀

田
、

桑

田
、

島

田

、

杉

浦

、

西

山

、

坂

、

前

田
、

山

際

、

三
沢

〕
を
率

い

て
東

京

を
発

し
、

途

上

、
塩

釜

附

近

の
地

質

を

概

査

し

、

二
十

日
函

館

に
着

、

二
十

二

日
補

助

手

の

}
隊

〔
稲

垣

、
賀

田

、

桑

田
、

島

田

、

西
山

、

坂

、

前

田

、

山

際

〕
を

札

幌

に
先

発

せ

し

め

、

二
十

三

日

氏

は
他

の

一
隊

〔
杉

浦

、

三

沢

、

会

計

官

掃

西

村

、

写

字

生

日

足

立

〕
を

従

い

て
出

発

、
茅

澗

を
経

て

七
月

五

日
札

幌

に
着

し
、

同

十

七

日
幕

別

炭

山

地

質

測

量

報

文

を
提

出

す
。

同

月

二
十

日
平

岸

村

の
沼

鉄

鉱
を
視

る
。
同

二
十

三

日
補

助

手

の

一
隊

〔
賀

田

、

桑

田

、

西

山

、

前

田
、

三
沢

〕
を

美

唄

、
空

知

聞

の
測

量

(
前

年

の
継

続

)
に

派

遣

し
、

氏

は
他

の

}
隊

〔
稲

垣

、

島

田

、
杉

浦

、

坂

、

山

際

〕
を
率

い
幌

内

鉄

道

測

量

の
為

め
出

発

し
、

線

路

選

択

の
為

め
幌

内

太

、

幌

内

間

及

美

唄

太

、

幌

内

間

の
地

勢

を

踏

査

し

た

る
後

、

八
月

十

六

日
幌

内

よ

り

鉄

道

測

量

を

開

始

し

、

九

月

十

九

日
幌
内

太

の
終

点

に

達

す
。

延

長

七

里

な

り

。

同

二
十

日
石

狩

に

下

り

オ

ヤ

フ
ル

・
ウ

ソ

ナ

イ
及

バ

ン

ナ
グ

ロ
の
鉄

鉱

を

一
見

し

て
札

幌

に
帰

り

、

函

館

を

経

て
十

月

四

日
帰

京

せ
り

。

襲

に
美

唄

及

空
知

方

面

に

派

遣

し

た
る
補

助

手

の

「
隊

は
其

測

量

を
延

長

し

て

奈

井

江

地

方

に

達

し
各

地

に

於

て
良

炭

層

を

発

見

せ
り

。

依

て
炭

層

が
果

し

て

氏

の
予

想

の
如

く
幌

内

、
空

知

間

に
連

亘

す

る

を

知

れ
り

。
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明

治

九

年

明

治

九

年

二
月

一
日
氏

は
開

拓

使

よ
り

内

務

省

に
転

じ

石

油
地

地

質

測

量

の
事

業

を
担

当

す

る
事

と

な

れ
り

。
然

れ
ど

も

北

海

道

地

質

測

量

の
残

務

を

結

了

す

る

為

め

四

ヵ
月

の

日
子

を
許

さ

れ

た
り

。

同

年

五
月

二
十

五

日
補

助

手

等

十
名

〔
稲

垣

、

賀

田

、

桑

田

、
島

田

、

杉

浦

、

西

山

、

坂

、

前

田

、

山

際

、

三
沢

〕
総

て
内

務

省

に

移

さ

れ
新

事

業

に

従

う

事

と

な

り

た
れ

ど

も

、
尚

お

残

務

を
執

り

六

月

八

日

に

至

り
北

海

道

地

質

測

量

の

製

図

等

一
切
完

成

を

告

ぐ

。

即

ち
同

月

五

日

を

以

て
会

計

、
書

記

等

を

従

え

越

後

に
向

て
先
発

し

、

途

上

信

州

一
ノ
沢

近

傍

に
於

て
落

馬

し
、

本

季

中

殆

ど

徒

歩

し

能

わ

ざ

る

程

の
打
傷
を
受

け

た
る
を

以

て
、
暫

く
静

養

を
加

え
専

ら
報

文

の

起
草

に
従

え

り

。
補

助

手

等

は

六
月

十

二

日
東

京

を
発

し

十

六

日
信

州

上

田

に

着

せ
り

。

依

て
之

を

二
人

宛

五
組

に
分

ち

長

野

附

近

の
石

油

地

を
調

査

せ

し

め

た
り

。

七

月

十

三

日
浅

間

温

泉

に
赴

き

該

地

に
於

て
本

季
申

乗

用

す

べ
き

一
種

担

輿

を

製

し

、

疾
病

を
忍

ん

で

途

に
上

り

石

油

、

瓦
斯

の
発

生

せ

る
各

地

を

巡

回

し

二

十

一
日
長

野

に
到

り

、

補

助

手

等

に
会

し

、

同

二
十

九

日
信

濃

川

を

下

り

(
補

助

手

は

陸

路

を
取

る

)
、

二

十
七

日
出

雲
崎

に
於

て
補

助

手

に
会

し

て
測

量

の

方

法

を

訓

示

し
、

各

地

に
派

出

せ

し

め
、

八

月

四

日

に
出

雲

崎

を

発

し
別

山

、

妙

法

寺

等

の
油

田

を
経

て
十

一
日
脇

ノ
町

に

達

す

。

同

十

二
日
北

海

道

サ

ン
ケ

ビ

バ

イ
炭

田
地

質

報

文

を

提

出

し
、

同

二
十

八

日

近

衝

各

地

の
油

田
及

一
般

の
地

質

を
視

察

し

、
再

び

妙

法

寺

に
至

り

、

同

三

十

一

日
北

海

道

美

唄

炭

田
、

九

月

二

日

ヌ

ッ
パ

オ

マ

ナ
イ

炭

田

、

同

三

日
幌

内

炭

田

の
各

地

質

報

文

を

提

出

せ

り

。

此
問

田
沢

、

高

田

、

大
坪

、
推

谷

等

の
油

田

を

視

察

し
、

同

四

日
頸

城

郡

石

油

地

に
向

て
出

発

、

同

六

日
茅

澗
炭

山

地

質

報

文

を

提

出

し
、

頸

城

郡

松

ノ
山

に

入
り

近

傍

各

地

の
油

田

を
巡

視

し

て

十

一
日
高

田

市

に
着

す

。

此
際
補
助
手
等
は
既
に
妙
法
寺
、
草
生
津
地
方

の
測
量
を
了
り
、
其

}
隊
は
該

地
方
よ
り
松

ノ
山
地
方
を
連
測
し
、
他

の
二
隊

の

一
は
松
ノ
山
、

}
は
建
野
地

方

の
測
量
に
着
手
せ
り
。

九
月
十
七
日
北
海
道
地
質

一
般
報
文

〔

『北
海
道
地
質
総
論
』

〕
を
提
出
し
、

高
田
よ
り
荒
井
地
方
及
糸
魚
川
附
近
な
る
油
田
の
視
察

に
上
り
、
略
ぼ
之
を
了

え
て
十
月
三
日
蒲
原
郡
油
田
に
向
て
出
発
し
、
各
油
田
の
視
察
を
了
え
十
八
日

帰
途
に
就
き
、
途
上
石
油
又
は
瓦
斯
の
発
生
せ
る
各
地
を
巡
廻
し
、
三
国
街
道

に
依
り
十

一
月
八
日
帰
京
す
。
補
助
手
等
は
此
月
十
六
日
よ
り
十
二
月
九
日
迄

に
帰
京
せ
り
。

明
治
十
年

明
治
十
年

一
月
三
十

一
日
石
油
地
地
質
測
量
第

一
年
報

〔

『
日
本
油
田
地
質
測

量
書
』

〕
を
提
出
す
。
同
二
月
石
油
地
地
質
測
量
事
業
を
工
部
省
の
管
理
に
移

さ
れ
し
に
依
り
、
同
省

に
転
じ
、
補
助
手
等
皆
之
に
移
る
。
同
五
月
二
日
氏
は

書
記
を
随
え
、
遠
江
油
田
を
実
査
し
十
七
日
帰
京
す
。
七
月
九
日
補
助
手
を
五

組
に
分
ち
越
後

の
油
田
に
分
派
し
、
別
の

一
組
を
し
て
遠
江
油
田
を
実
測
せ
し

む
。
同
月
十
三
日
日
本
地
質
の
大
体
を
視
察
せ
ん
が
為
め
書
記
を
伴
い
東
京
を
発
し
、

先
づ
奥
州
街
道
を
進
み
、
沿
道

の
鉱
山
を
巡
視
し
、
当
時
官
業
に
し
て
炭
層

の

探
査
を
目
的
と
せ
る
三
本
木
の
試
錐
場
を

一
見
し
、
到
底
無
効
に
終
る
べ
き
を

察
し
、
直
に
中
止
の
得
策
た
る
を
忠
告
し
、
盛
岡
よ
り
秋
田
県
に
入
り
各
鉱
山

を
巡
視
し
、
殊
に
石
油
又
は
瓦
斯

の
産
地
は
殆
ど
遺
漏
な
く
巡
視
し
、
転
じ
て

新
潟
県
に
入
り
二
三
の
補
助
手
に
会
し
て
訓
示
を
与
え
、
信
州
に
入
り
糸
魚
川

に
出
で
順
次
越
中
、
加
賀
を
巡
回
し
、
沿
道
の
諸
鉱
山
を
巡
視
す
る
を
得

た
る

も
、
山
間
に
在
る
も
の
は
積
雪
既
に
深
き
を
以
て
巡
視
を
止
め
、
福
井
よ
り
琵

琶
湖
附
近
に
出
で
中
仙
道
を
上
り
、
申
途
よ
り
甲
斐
に
入
り
甲
州
街
道
を
経
て

十
二
月
八
日
帰
京
せ
り
。
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補

助

手

等

は

七
月

よ

り

十

月

迄

、

各

自
担

当

地

方

の
実

測

に

従
事

し
在

京

中

は

孜

々

と

し

て
製

図

を

な

せ
り

。

明

治

十

一
年

明

治

十

一
年

二
月

氏

が

担

任

の
事

業

を
更

に

日
本

地

質

測

量

と
称

す

。

四
月

十

六

日
補

助

手

の

一
隊

を
遠

州

石

油

地

に
派

遣

し

、

之

を

監
督

せ

ん

が
為

め
翌

日

同
地

に
向

け
出

発

し

五

月

九

日
帰

京

す

。

四

月

二
十

八

日
余

の
補

助

手

を
越

後

に
派

遣

す
。

六
月

十

四

日
石

油

地

地

質

測

量
第

二
年

報

文

〔
「

ラ

イ

マ
ン

日
本

油

田

調

査

第

二
年

報

」

〕
を
提

出

し
、

同

二
十

一
日

全

国
地

質

踏

査

の
途

に
上

り

日
光

、

足

尾

を

経

て
会

津

地

方

を

巡

回

し

、

越
後

に

入

り

て
測

量

事

業

を

監

視

し
、

終

り

て
北

陸

道

よ

り
山

陰

道

に

入

り

、

沿

道

の
諸

鉱

山

を

巡

視

し

、

船

木

炭

山

を
経

て

馬

関

海
峡

を
渡

り

、

筑

前

直

方

、

飯

塚
地

方

の
各
炭
礦

を

巡
視

し

て
福

岡

に

出

で

唐
津

、
徳

末

、
伊

万

里

、

有

田

を

経

て

長

崎

に
至

り

、

更

に
嬉

野

、

武

雄

を

経

て
蜂

ノ
巣

附

近

の
炭
礦

を

視

察

し

、

三

池

の
大

浦

坑

に
立

寄

り

て
熊

本

、

八

代

よ

り
芹

ケ
野

を
経

過

し

て
鹿

児

島

に

到

り

、

山

ケ
野

金

山

を

視

察

し

、
宮

崎

に
出

で
延

岡

、

大

分

を

過

ぎ

、

佐

賀

関

よ

り

四

国

に
渡

り

、

松

山

を
経

て
十

二
月

三
十

日
高
知

に

達

す

。

補

助

手

等

は
各

自
担

当

区

域

の
実

測

を

終

り
十

一
月

帰

京

せ
り

。

明

治
十

二
年

、

そ

の
後

明

治
十

二
年

一
月

三

日

高

知

を

発

し
徳
島

よ

り

淡

路

に
渡

り

、

更

に
和

歌

山

に

出

で
堺

、

大

阪

を
経

て

兵

庫

に
到

り

、

旋

っ
て
京

都

に

入
り

、

桑

名

よ

り
名

古

屋

に
赴

き

、
其

間
陶

器

工

場

及

一
二

の
鉱

山

を

巡

視

し

二
月

三

日
帰

京

す

。

七

月

三

十

一
日

十

一
年

事

業

報

文

を

提

出

す

。

此

月

契

約

満

期

と

な

る

。

然

れ

ど

も

尚

お

自
費

を

以

て

本

邦

に
留

ま

る

。

九

月

九

日
十

二
年

上

季

報

文

を
提

出

す

。

同

日
草
倉

銅

山

、

赤

谷

炭

山

、

石

動

谷

、

小

野

平

炭

山

、

草

生

津

石

油

地

笄

に
下

野

、
岩

代

、

羽

前

、

羽

後

各

地

の
温

泉

に
関

す

る
報

文

を
提

出

す

〔
以

上

の
諸

報

告

は
R
e
p
o
r
t
s
 
o
f
 
P
r
o
g
r
e
s
s
 
f
o
r
 
1
8
7
8
 
a
n
d
 
1
8
7
9

に
収

め

ら

れ

て

い

る

〕
。

此

際

、

補

助

手

等

が

熱

心

に
調

製

中

の
石
油

地

地

質

測

量

図

は
漸

く

歩

を
進

め

て
油

層

の
機

軸

、

起

伏

の
状

態

を
察

知

し
得

る

に
至

り

た
り

。

然

れ

ど

も

之

を

完

備

せ

し

む

る

に

は
猶

幾

多

の

日
数

を

要

す

る

も

、

氏

が
政

府

と

の
契

約

は

既

に
七

月

に
於

て
尽

き

た
り

。

然

る

に
氏

は

之

を
半

途

に

し

て
捨

去

る

に
忍

び
ず

、

為

之

尚

お

自
費

を

以

て

日
本

に
留

ま
り

、

補

助

手

等

を
督

励

し

て
熱

心

成

功

に

力

め

、
翌

十

三
年

の
冬

に

至

て
漸

く

之

を
完

成

す

る

を
得

た
り

。
独

測

量

の

全

部

を
纒

め

た
る
図

面
而

巳

は

、

尚

お
完

成

に
至

ら
ざ

り

し

が

、

明
治

十

四
年

の

春

帰

米

の
後

、

補

助
手

の

一
人

〔
賀

田
貞

一
〕
原

稿

を

携

え

て
米

国

に
赴

き

、

氏

に
就

て
之

を
完

成

せ

り

。

然

る

に
我

政

府

之

が
印

刷

費

を

支

出

す

る
事

能

わ

ざ

り

し

か

ば
氏

自

ら

私

財

を

拗

ち

て

印
刷

し

、
彼

補

助

手

を

し

て

日
本

に

携

え

帰

ら

し

め

た
り

。

後

年

越

後

石

油

業

の
指

針

を

な

す

も

の

即

ち

此

図

な

り

と

す

。

五
、

弟

子

の
教

育

と
指

導

北

海

道

に
お

い
て

、

そ

の

開

発

に
先

だ

っ
て
本

格

的

な
地

質

調
査

が

な

さ

れ

た

こ

と

は

、

当

時

と

し

て
は
極

め

て
画

期

的

な

こ
と

で

あ

っ

た
と

い
え

よ
う

。

一
九

世

紀

中

期

に

お

け
る

交

通

・
通

信

体

系

の
整

備

に
と

も

な

い
、

こ
れ

ら

が
独

立

の

産
業

と

し

て
成

立

し
、

そ

の

た

め

に
莫

大

な
投

資

が

必
要

と

な

っ
た
。

ま

た
そ

の

及

ぼ

す

影

響

も

産

業

や
経

済

の

み

な

ら
ず

、

政

治

、
外

交

、

軍

事

、
文

化

等

の
各

方

面

に
及

び

、

地

域

的

に
も

広

範

な
拡

が

り

を
持

つ
に

至

る

の

で
あ

る

か

ら

、

そ

の
地

域

の
自

然

的

条

件

を

十

分

に

調

査

し

、

あ

る
程

度

の
長

期

的

見

通

し

を

も

っ

た
計

画

的

な
投

資

が
必

要

と

な

っ

た

の
は

、

む

し

ろ

当

然

と

い
え

よ

う

。

一
九

世

紀

中

期

、

欧

米

諸

国

を

は

じ

め
世

界

各
地

に
地

質

調

査

所

が

設

立

さ

れ

、
④

地

質

一〇7一



に
得

る
所

が
あ

っ
た

。

後

年

私

は

鉱
業

は
ど

こ

ま

で
も

学

理

を

基

と
し

た

確

か

な

計

画

に

よ

ら

な
け

れ

ば

な

ら

な

い
事

を

深

く
信

ず

る

に
至

っ
た

の
も

実

に

此

の
時

代

の

賜
物

で
あ

る

」

(
桑

田
知

明

「
波

瀾

重

畳

の

五
十

年

」

『
石

炭

時

報

』

第

二

巻

第

一

一
号

)
と

、
同

様

の
感

相

を

述

べ

て

い
る

。

ラ

イ

マ
ン
の
指

導

方

針

は
彼

の
命

令

に
従

っ
て
作

業

を
進

め

る

よ

う

に

弟

子

た

ち

を
拘

束

す

る

よ
り

も

、

前

節

に
紹

介

し

た
彼

の
行

動

を
追

え

ば
明

ら

か

な

よ

う

に

、

い
く

つ
か

の
地

点

の
測

量

を

弟

子

た
ち

に
分

担

さ

せ

、
彼

は
直

接

測

量

に

は

関

与

せ
ず

、
積

極

的

に
弟

子

た

ち

の
能

力

が

発

揮

で

き

る

よ

う

な
指

導

方

針

を

取

っ
て

い

た
よ

う

に
思

わ

れ

る

。

彼

は

報

告
書

(

『
日
本

油

田
調

査

第

二
年

報

』

)

に

お

い
て

「
彼

等

を
訓

練

す

る

に
は

予

が

彼

等

の

た

め

に
引

続

い

て
地

質

研

究

を

遂

行

す

る

よ

り
も

、
寧

ろ
彼

等

自

身

が

出
来

る

様

な
部

分

は
彼

等

を

し

て

行

は

し

む

る

が
最

も
良

い

」
と
述

べ

て

い

る

こ
と

に
よ

っ
て
も

そ

れ

は

明

ら

か

で

あ

ろ

う

。

ま

た
彼

は
別

の
報

告

書

(

「
辺

士

、

来

曼

氏

地

質

測

量
報

文

並

殆

ド

成

功

セ

ル
製

図

ノ
概

略

」

)
に

お

い

て

「
斯

ノ
如

ク

為

ス
時

〔
日
本
人
自
身

に
よ
る
測
量

〕

ハ
彼

等

ハ
漸

ク
切

瑳

自

得

ス

ル
所

ア

リ

テ
、

特

別

ノ
教

導

ナ
キ

モ
能

ク
業

ヲ
為

シ

得

ル

ニ
至

ル
。
実

二
日
本

ノ
補

助

手

ハ
亜

細

亜

州

二
於

テ
始

テ
地

質

学

ヲ

現

地

二

学

ブ

ノ
徒

ナ
リ

。
然

ル

ニ
其

業

ヲ
為

ス

ヤ
既

二
如

此

ノ
成

績

ア
リ
。

数

年

ヲ
出

ズ

シ

テ
業

成

リ
外

邦

人

ノ
助

ケ

ナ

キ

モ
能

ク

満

足

ナ

ル
地

質

測

量

ヲ
為

ス

ニ
至

ル

コ

ト

必

セ

リ

」
と

ま

で
明

言

し

て

い

る

の

で
あ

る

。

こ

れ

が

現
実

の
も

の

と

な

っ
た

こ

と

は

、

そ

の
後

の
経

過

に
よ

っ
て
明

ら

か

で
あ

る
。

そ

れ

で

な
く

と

も

北

海

道

測

量

の
際

ラ

イ

マ

ン
が
教

え

て
く

れ

な

か

っ
た
図

面

に
露

頭

を
記

入

す

る

方

法

を

坂

市

太

郎

が
発

見

し

た
り

、

島

田
純

Ⅲ
が

ス
タ

ジ

ア

を
読

ん

で
距

離

を
計

る

新

し

い
計

算

法

を
考

案

し

て

ラ

イ

マ
ン
を

驚

か

し

た
な

ど

と

い
う

エ
ピ

ソ

ー

ド

も

伝

え

ら

れ

て

い
る
。
⑦

以

上

に
述

べ

た
よ
う

に

ラ

イ

マ
ン

の
業
績

は
地

域

開

発

に
地

質

調

査

を

導

入

し

た
ば

か

り

で

な

く

、

そ

の

た

め

に
必

要

な
技

術

者

を
も

同
時

に
育

成

し

た
こ

と

に

あ

っ
た
。

し

か

し

な
が

ら
彼

等

の
地

質

調

査

は

総

合

的

な
本

格

的

地

質

調

査

で

あ

っ

た
と

は

い
え

、

当

面

関

心

の

高

い
石

炭

、

石

油

、

金

鉱

、
硫

黄

等

の
鉱

床

調

査

あ

る

い
は

鉄

道

建

設

の

た

め

の
地

質

調

査

に
集
中

し

、

他

地

域

に

つ
い

て

は

「
急

速

な
予

察

の
結

果

」
を

記

述

し

た
に

過

ぎ

な

い
も

の

で
あ

っ

た

こ
と

は
彼

自

身

も

認

め

て

い
る

と

こ
ろ

で
あ

る

。
⑧

使

用

し

た
測

量

機

械

も

前

述

の

よ
う

に
極

め

て
あ

り

ふ
れ

た
も

の

で
あ

っ

た

、
彼

に

も

日
本

地

質

調

査

所

設

立

の
構

想

が

な

か

っ
た

わ

け

で

は

な

い
が

、
北

海

道

の
地

質

調

査

は
最

初

か

ら

そ

れ

を
意

図

し

て

な

さ

れ

た
も

の
で

は

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。
彼

が
報

告

書

に

お

い

て
発
表

し

て

い

る

数

々

の
開

発

構

想

に

よ

っ
て

も

明

ら

か

な

よ

う

に

、

や

は

り

実

用

を
第

一
義

的

に

考

慮

し

な

が

ら
作

業

を
進

め

、

従

っ
て
弟

子

の
養

成

も
先

に
述

べ

た
よ

う

に
測

量

技

術

の
修

得

を
最

優

先

と

し

た
教

育

方

針

で
あ

っ
た
。

そ

の
限

り

で
は
優

れ

た
地

質

技

術

者

を
生

み
出

し
、

と

く

に
石

炭

産

業

の
発

展

に

は

重

要

な

役

割

を

果

し

た
。

し

か

し
彼

等

は

日
本

の
地

質

学

研

究

の
主

流

に
直

結

す

る

も

の
で

は

な

か

っ

た
。

弟

子

の

一
人

杉

浦

譲

三

が

「
学

者

と

し

て
よ

り

も

寧

ろ
実

地

家

と

し

て

の
先

生

〔
ラ

イ

マ

ン

〕
の
方

が

偉

大

で

あ

っ
た
よ

う

に
思

う

。

其

先

生

に
教

え

ら

れ

た

か

ら

と

い
う

訳

で

は
あ

る
ま

い

が
私

の
仲

間

は

」
体

に
実

地

の
方

は
上

手

だ

っ

た

が

、

ど

う

も

学

理

の
方

が

不

足

し

て

い

た
よ

う

に
思

う

」

(
杉

浦

譲

三

「
私

の
役

人

生

活

」

『
石

炭

時

報
』

第

三
巻

第

四

号

)
と
後

年

述
懐

し

て

い

る

が
、

う

な

づ

け

る

も

の
が

あ

る

よ

う

に
思

わ

れ

る

。

六
、

「
地

学

雑

誌
』

の
発

刊

ラ

イ

マ

ン
の
弟

子

た

ち

は
次

第

に
学

力

も

向
上

し

経

験

を

重

ね

た

か
ら

で
あ

ろ

う

。
明

治

=

年

に

「
地

質

学

社

」
な

る

も

の

を
結

成

し
彼

等

が

そ

れ

ぞ

れ

に
読

書

し

た
地

質

学

関

係

の
洋
書

や
そ

の
訳

文

を
持

寄

っ
て

隔

週

土

曜

日

ご
と

に
研

究

会

を
開

い

て

い

た
。

ラ
イ

マ
ン

の
指

導

に

よ

る
も

の

と
推

測

さ

れ

る
。

そ

の
場

所

も

一鵬一



調

査

が
地

図

作

成

や
天
文

、
気

象

観

測

と

並

ん

で
国

家

的

事

業

と

し

て
国

土

の
全

域

に

お

い

て
実
施

さ

れ

よ

う

と

す

る
動

き

の
背

景

に

は

、

以
上

に
述

べ

た
よ

う

な

事

情

が

存

在

し

て

い

た
。

ま

た

一
九

世
紀

中

期

の
交

通

、

通
信

技

術

の
発

達

そ

れ

自
体

が

、

こ
れ

ら

の
調

査

、

観

測

に
関

す

る

さ

ま

ざ

ま

な
情

報

の
収

集

を
容

易

に

し

た
と

い
う
条

件

も

見

落

す

こ
と

は

で
き

な

い

で
あ

ろ

う
。

北

海

道

の
開

発

を
指

導

し

た
ケ

プ

ロ

ン

(
H
.
C
a
p
r
o
n)

は
地

質

調

査

の
重

要

性

を
認

識

し

て

い

た

し
、

こ

と

に
ラ

イ

マ

ン
は

前

掲

の
報

告

書

に
お

い

て

し

ば

し

ば

、
地

質

調

査

が

無

駄

な
投

資

で

な

い
こ

と

を
強

調

し
、

北

海
道

の
地

質

調

査

が

ア
ジ

ア
に

お

け

る
最

初

の
本

格

的

な
地

質

調

査

で

あ

る

こ
と

を
誇

ら

し
げ

に

述

べ

て

い

る
。

そ
れ

だ

け

に
、

そ

の

た
め

に

必
要

な
諸

制

度

を

一
挙

に

整

備

す

る

こ

と

に

は
大

き

な
困

難

が

あ

り

、

こ
と

に
地

質

技

術

者

の
養

成

は
最

も

重

要

な
課

題

で
あ

っ
た
。

そ

の
際

、

そ

れ

ら
技

術

者

を

ア

メ
リ

カ

か

ら

の
招

聰

に

全

面

的

に
頼

る

こ
と

な
く

、

ア

ン

チ

セ

ル
、

ラ

イ

マ

ン
、

マ

ン

ロ
ー
等

に

と

ど

め
、

日
本

人

技

術

者

の
育

成

を

考

慮

し

た

こ
と

は
注

目

さ

る

べ
き

で

あ

ろ

う
。

開

拓

使

仮

学

校

生
徒

の
学

力

が
決

し

て
高

い
も

の

で

な

か

っ

た
こ

と

は

先

に
述

べ

た
通

り

で
あ

る

。

し

か

し

当

時

の
生

徒

の

一
人

で

あ

っ

た
坂

市

太

郎

が
後

年

興

味

深

い
表

現

で
回

顧

し

て

い
る

よ
う

に

「
西

洋

の
発

達

進

歩

は
漢

学

者

流

の
古

人

崇

拝

主

義

と

異

な

り

、
禅

学

者

流

の
自

力

主

義

に

て
研

究

発

明

す

る

た

め

な

り

と

思

い
ま

し

た

」

(
坂

市

太

郎

「
北

海
道

の
開

発

と

石
炭

鉱

業
」

『
日
本

鉱

業

会

誌
』

第

四

〇

三

号

)
と

、
仮

学

校

の
教
育

が
知

的

好

奇

心

の
高

い
青

年

を

啓

発

す

る
効

果

は
大

で

あ

っ

た
と

い

え

よ

う

。
彼

等

は
十

分

な
基

礎

学

力

の
学

習

を

積

む

い

と

ま
も

な

く

、
北

海

道

の
原

野

で
実

地

に
地

質

調

査

の

訓

練

を

受

け

、

測

量

の

で

き

な

い
冬

期

に
東

京

に

お

い

て
製

図

や
報

告

書

作

成

の
傍

、

基
礎

教

育

を

受

け

て

い

た

よ
う

で

あ

る
。
⑤

そ

の

こ

と

が

む

し
ろ

彼

等

に
奮

起

を

促

が

す
側

面

の
あ

っ

た

こ
と

は
否

定

す

べ
く

も

な

い

で
あ

ろ

う

。

弟

子

の

一
人

西
山

正
吾

は
地

質

測

量

の
経

験

を
次

の
よ

う

に

述

べ

て

い

る
。
⑥

幌
内
の
山
中
に
本
拠
を
置

い
た
私
共
の

一
行
は
旅

の
疲
れ
を
医
す
る
聞
も
な
く

早
速
炭
層
調
査
の
作
業
に
取
掛

.
た
。
と
い
・
て
も
先
づ
笙

に
密
林
を
開
拓

し
、

北

海

道

特

有

の
身

の
丈

に
も

余

る
程

に
生

茂

っ
た
熊

笹

を
刈

取

る
事

が

一

仕

事

で

あ

っ

た
。

測

量

機

械

と

い

っ
て
も

ラ

イ

マ
ン
氏

が
本

国

か

ら
携

え
来

た

唯

一
台

の

ト

ラ

ン
シ

ッ
ト

が
唯

一
の
も

の

で
、

外

に

は
プ

リ

ス

マ
チ

ッ
ク

●
コ

ン
パ

ス
や

バ

ロ

メ
ー
タ

ー
が

一
個

宛

あ

っ
た
位

の
も

の

で

あ

る
。

八
人

の
助

手

は

ラ

イ

マ

ン
氏

の
指

導

を

受

け

て

ト

ラ

ン

シ

ッ
ト

や
プ

リ

ス

マ
チ

ッ
ク

・
コ

ン

パ

ス

の
使

い
方

を

練

習

し

、
第

一
番

に
炭

層

の
方

向

に

一
直

線

に
熊

笹

を

刈

り

分

け

て
幹

線

を

造

り

、

次

に

此

の
幹

線

五
百

尺

毎

に
、

之

と
直

角

に
両

方

へ

一

千

尺

宛

の
枝

線

を

設

け

、
角

度

は
プ

リ

ス

マ
チ

ッ
ク

・
コ

ン
パ

ス
で
計

り

、
幹

線

は

チ

ェ
ー

ン
で

、
距

離

は

歩

測

に

よ

っ
て
測

定

し

、

高

低

は

バ

ロ

メ
ー

タ

ー

を
以

て
測

り

一
々
之

れ

を
野

帳

に
記

入

し

た
。

川

を

渡

り

谷

を
越

え

る
時

に

は

ラ

イ

マ

ン
氏

は

い

つ
も

流

下

鉱

物

や
地

質

に

注
意

す

る

事

を
熱

心

に
教

え

た
。

此

の
測

量

作

業

が

}
里

位

進

む

と
本

拠

を
順

次

先

き

に

移

し

て
は

作

業

を

進

め

て
行

っ
た
。

測

量

の
真

意

を

解

し

な

い
当
時

の
我

々

は

何

処

を

見

て

も
山

又

山

の
奥

深

い
処

で
、

昼

は

熊

笹

に
、

夜

は
蚊

軍

に
苦

し

め

ら

れ

、

明

け

て

も

暮

れ

て

も

チ

ェ
ー

ン
を
引

い

た
り

ト

ラ

ン
シ

ッ
ト

を
担

い
だ

り

す

る
単

調

な
仕

事

に

ほ

と

ほ

と

嫌

気

が

さ

し

た
位

で
あ

っ
た
。

幌

内

炭

層

の
測

量

作

業

が

一
通

り

終

っ
た

の

で

一
行

は

一
先

づ
東

京

に
引

上

げ

た
。

チ

ェ
ー

ン

を
引

い

た
り

ト

ラ

ン

シ

ッ
ト

を
担

い
だ

り

し

て
熊

笹

の
中

を

駈

け

廻

っ

た
所

の
結

果

は

一
体
何

の
様

な

も

の

に

な

る

の

か
と
怪

し

ん

で

い

た
が

、

ラ

イ

マ

ン
氏

の
言

う

通

り

に

調

査

中

の
野

帳

を
基

と

し

て
地

形

図

を
描

き
地

質

図

を
描

き
炭

層

図

を

造

り

上

げ

る

と

、
炭

層

の
状

況

が

一
目

の
下

に

は

っ
き

り

と

分

る

よ

う

な

立
派

な
図

面

が
出

来

上

っ

た
。

之

に

は

一
同

驚

き

の
眼

を
見

張

っ
て
苦

行

の
酬

い

ら
れ

た
事

を
喜

ぶ
と

共

に
更

に

一
段

の
勇

気

を

得

た

の

で
あ

る

。

ま

た
弟

子

の

一
人

で
あ

る

桑

田
知

明

も

「
此

間

に
学

理

と

実

地

を

対

照

し

て
大



平

河

町

(
現
千

代

田
区

)
の

ラ

イ

マ
ン
邸

で

あ

っ

た
。

や
が

て
彼

等

の
努

力

は
実

っ
て

、

明
治

十

二
年

一
月

発

刊

を
第

一
号

に

し

て

「
地

学

雑

誌
』

な

る

月

刊

の
学

術

誌

の
発

刊

を
見

る

に
至

っ

た
。

ラ

イ

マ
ン

が

西

日

本

地

域

を

調

査
旅

行

中

の

こ

と

で

あ

る

。

同
誌

第

一
号

の
巻

頭

は
山

内

徳

三
郎

の

「
地

学

雑

誌

刊

行

ノ
旨

趣

」
な

る

一
文

に

よ

っ
て
飾

ら
れ

て

い

る

。

同

文

に

よ

れ

ば
発

刊

の
由

来

は

次

の
よ

う

な

も

の
で

あ

っ

た
。

明

治

六
年

始

メ
テ
米

国

ノ
地

学

兼

鉱

山

学

士

、

辺

士

・
来
曼

氏

〔
ベ

ン
ジ

ャ
ミ

ン

・
ラ

イ

マ
ン

〕

二
従

学

セ

シ

ヨ
リ

今

日

二
至

ル
迄

、

専

ラ
地

質

測

量

ノ
業

ヲ

執

リ

、
梢

此

学

ノ

一
端

ヲ
窺

フ
事

ヲ
得

タ

リ

。
尚

ホ
研

究

討

論

ノ
為

メ
襲

一二

社

ヲ
創

立

シ

、
之

ヲ
地

質

学

社

ト

名

ケ

隔
土

曜

日
毎

二
、

各
其

播

閲

シ

タ

ル
書

ノ
訳
稿

ヲ
斎

シ
来

テ
此

社

二
会

シ
、

互

二
切

瑳

ノ
具

ト
為

セ

シ
者

漸

ク

積

テ
若

干

冊

二
至

レ

リ
。

因

テ

今

ヨ
リ

以
後

、
此

訳
稿

ヲ
収

拾

シ

テ

一
ノ
雑

誌

ヲ
製

シ

以

テ
講

余

ヲ
同

臭

の
士

二
分

タ

ン

ト

ス
。

(

〔

〕
は

引

用

者

)

『
地

学

雑

誌

』

は
編

集

兼

印

刷

長

が
島

田
純

一
、
発

行

所

で

あ

る

地

質

学

社

(
麹

町

区
飯

田
町

二
丁

目

五

}
番

地

)
の
代

表

者

(
持

主

)
は

桑

田
知

明

の
名

儀

で

、

定

価

は

一
冊

三
銭

、

年

間

講

読

料

三

〇
銭

で

あ

っ
た
。

同

誌

の
大

き

さ

は
縦

一
七

・
二

セ

ン
チ
、

横

一

一
・
四

セ

ン

チ
と
当

時

の
も

の
と

し

て
も

比

較

的

小

型

で

あ

る

。

活
字

印

刷

で

あ

る

が

和

装

本

の
よ

う

に

袋

綴

に
な

っ
て

い
る

(
京

都

大

学

理
学

部

地

質

学

鉱

物

学

教

室

蔵

)
。

発

刊

さ

れ

た
第

「
～

=

ハ
号

の
内

容

は
次

の

通

り

で
あ

る

が

、

ま

つ

翻

訳

の
多

い

の

が

目

立

つ
。

ラ

イ

マ

ン

の
も

の
も
多

く
含

ま

れ

て

い
る

。

日
本

全

体

の
地

質

構

造

を
概

説

し

た
最

初

の
本

格

的

な
論

文

で
あ

る

J

・
G

・
H

・
ゴ

ッ
ド

フ

レ

ー

(
J
G
H
G
o
e
f
r
e
y

)

の
N
o
t
e
s
 
o
n
 
t
h
e
 
G
e
o
l
o
g
y
 
o
f
 
J
a
p
a
n

(
Q
u
a
r
-

t
e
r
l
y
 
o
f
 
t
h
e
 
G
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n
,
V
o
l
.
3
4

A
u
g
u
s
t
,
1
8
7
8

)

も

稲

垣

徹

之

進

に

よ

っ
て

「
日
本

地

質

記

」
と

し

て

す

で

に

翻

訳

が

な

さ

れ

て

い
る

。

日
本

文

の

も

の

は
主

と

し

て

ラ

イ

マ
ン

の
弟

子

た
ち

そ

れ
ぞ

れ

の
地

質

調

査

の
報

告

で
あ

る
。

「
地

質

学

誌

』

目

次

第

一
号

明
治

一
二
年

一
月

二
九
日
発
兇

一
〇
丁

地
学
雑
誌
刊
行
の
旨
趣

山

内

徳
三
郎

地

質

学

総

論

。
歴
史

二
比

較

シ

タ

ル
説

・
他

ノ
学

科

ト

ノ
関
係

(
ラ

イ

ヱ
ル

」

氏
地
質
原
論
抄
訳

)

石
油
説

人
間
開
進
ノ
階
級

(
「
シ
モ
ン
」
氏
金
属
説

)

第
二
号

明
治

一
二
年
二
月

二
八
日
発
党

一
〇
丁

士
密
徳
氏
採
煤
法
摘
訳

地
体

ノ
温
度
ヲ
論

ス
(
「
ヒ
ィ
ギ

エ
」
氏
地
球
論
抄
訳

)
島

田

純

一

前

田

精

明

賀

田

貞

一

山

内

徳
三
郎

桑

田

知

明

人

間

開

進

ノ
階

級

(

「

シ
モ

ン

」
氏

金

属

説

)

・
前

号

ノ
続賀

田

貞

一

第

三
号

明
治

=

一年

三
月

二
五

日
発

兇

一

一
丁

支

那

煤

田

ノ
景

況

(

一
八
七

八

年

五
月

一

一
日
発

兇

、

新

約

克

「
イ

ン

ジ

二

ヤ

リ

ン
グ

・

ヱ
ン
ド

・
マ
イ

ニ

ン
グ

・
ジ

ョ
ー

ル

ナ

ル

」

ヨ
リ
抄

訳

ス

)

士
密
徳
氏
採
煤
法
摘
訳

・
前
号
ノ
続

稲

垣

徹
之
進

山

内

徳
三
郎

東

洋

開

闘

説

拝

二
地

質

学

進

歩

ノ
記

(
「

ラ
イ

エ

ル

」
氏

地

質

原

論

抄

訳

)

島

田

純

一

地

体

ノ
温

度

ヲ
論

ス

(

「
ヒ

イ
ギ

エ

」
氏
地

球

論

抄

訳

)

・
前

号

ノ
続

桑

田

知

明

第
四
号

明
治

一
二
年
四
月
二
八
日
発
克

～
○
丁

軸m噛



来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第
三
章
地
質
摘
訳

山

内

徳
三
郎

人

間

開

進

ノ
階

級

(

「

シ
モ

ン

」
氏

金

属

説

)

・
前

号

ノ
続

北
海
道
煤
田
概
況

(
来
曼
氏
地
質
測
量
報
文
摘
訳

)

第
五
号

明
治

一
二
年
五
月
二
八
日
発
党

一
〇
丁

士

密

徳

氏
採

煤

法

摘

訳

・
前

号

ノ
続

地

中

ノ
温

度

ヲ
郭酬
ス

・
払罰
号
,
ノ
～続

北

海

道

煤

田
擬

況

・
前

号

ノ
続

第

六

号

明
治

一
二
年

六

月

二
九

日
発

党

一
〇

丁

賀

田

貞

一

島

田

純

一

山

内

徳
三
郎

桑

田

知

明

島

田

純

一

一
八

六

九

年

「、
レ

ヱ
モ

ン
ド

」
氏

北
米

「

ロ

ッ
キ

ー

」
山

西

方

礪

物

調

査

書

摘

訳
地
球
上
乳
獣
ノ
配
置

(
米
国
諸
学
講
談
雑
誌
ヨ
リ
抄
訳

)

内
外
石
油
概
況

磯
物
十
品
表

(
硬
渓
比
較

ノ
基
礎

)

西

山

正

吾

杉

浦

譲

三

賀

田

貞

一

島

田

純

一

第

レ
]
号

明

治

一
二
年

七

月

二

八

日
発

兇

一
〇

丁

地

性

論

(

フ
ヰ

シ
オ

グ

ラ

フ
ヰ

i

・
適

当

ノ
訳

語

ヲ
得

ハ
追

テ
改

ム

ヘ

シ

・
英

国
地
質
雑
誌
摘
訳

)

北
海
道
煤
田
概
況

。
前
号

ノ
続

山

際

永

吾

島

田

純

一

英

国

地

質

学

会
発

兇

「
ク

ワ
ー

タ

リ
ー

・
ジ

ョ
ー

ル

ナ
ル

」
抄

訳

「
ゼ

ー

ジ

ー

・
ゴ

ッ
ト

フ
レ

イ

」
氏

日
本

地

質

記

稲

垣

徹
之
進

来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第
三
章
地
質
摘
訳

・
前
号

ノ
続山

内

徳
三
郎

第
八
号

明
治

一
二
年
八
月
三
〇
日
発
兇

一
〇
丁

来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第
三
章
地
質
摘
訳

・
前
号

ノ
続山

内

徳
三
郎

北
海
道
煤
田
概
況

・
前
号

ノ
続

士
密
徳
氏
採
煤
法
摘
訳

・
前
号
ノ
続

島

田

純

一

山

内

徳
三
郎

第
九
号

明
治

一
二
年
九
月

二
九
日
発
克

一
〇
丁

来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第

三
章
地
質
摘
訳

・
前
号

ノ
続

北
海
道
煤
田
概
況

・
前
号

ノ
続

秋
田
県
下
羽
後
国
石
油
地
方
概
況

第

一
〇
号

明
治

一
二
年

一
〇
月
三

一
日
発
克

一
〇
丁

山

内

徳
三
郎

島

田

純

一

桑

田

知

明

来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第

三
章
地
質
摘
訳

・
前
号

ノ
続

地
質
学
進
歩
ノ
記

・
前
号
ノ
続

全
国
地
質
測
量
成
果
概
略

秋
田
郡
濁
川
村
油
地

・
前
号
ノ
続

第

二

号

明
治

一
二
年

=

月
二
九
日
発
克

一
〇
丁

山

内

徳
三
郎

島

田

純

一

西

山

正

吾

桑

田

知

明

明

治

一

一
年
中

火

山

ノ
顕
象

及

ヒ
地

震

ノ
記

(
明

治

一
二
年

一
〇
月

刊

行

亜

国

学
芸
雑
誌
抄
訳

)

西

山

正

吾

九
州
諸
煤
田
煤
量
ノ
推
算

(
来
曼
氏

}
八
七
八
～
七
九
両
年
全
国
地
質
測
量
報

文
摘
訳

)

秋

田

郡

八
橋

村

油
地

・
前

号

ノ
続

第

一
二
号

明

治

一
二
年

一
二
月

二

二

日
発

兇

一
〇

丁

北
海
道
煤
田
概
況

・
前
号
ノ
続

羽
後
国
石
油
地
方
概
況

・
前
号

ノ
続

島

田

純

一

桑

田

知

明

島

田

純

一

桑

田

知

明

来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第

三
章
地
質
摘
訳

・
前
号
ノ
続山

内

徳
三
郎

第

=
二
号

明
治

一
三
年

一
月
三

一
日
発
兇

一
〇
丁

来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第

三
章
地
質
摘
訳

・
前
号
ノ
続

一m一



山

内

徳
三
郎

地
質
学
進
歩
ノ
記

・
前
号

ノ
続

島

田

純

Ⅲ

中
国
鉄
沙
概
況

(
来
曼
氏
明
治

一
一
～

=

一両
年
全
国
地
質
測
量
報
文
抄
訳

)

西

山

正

吾

「
ゴ
ッ
ト
フ
レ
イ
」
氏
日
本
地
質
記

・
前
号

ノ
続

稲

垣

徹
之
進

附

日
本
地
質
略
図

(
日
本
地
質
分
色
図

)

第

一
四
号

明
治

=
二
年
二
月
二
九
日
発
党

一
〇
丁

米
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ヤ
州
石
油
地
概
況

(
工
業
兼
鉱
山
新
誌
抄
訳

)

「
ゴ

ッ
ト

フ
レ

イ

」
氏

日
本

地

質

記

・
前

号

ノ
続

北

越

煤

田
概

況

(
蒲

原

郡

赤

谷

煤

田

)

院

内

銀

山

略

記

第

一
五
号

明

治

=

二
年

三

月

三

一
日
発
兇

一
〇

丁

地
質
論

(
摘
訳

)

院
内
製
鉱
所
業
務

米
国

「
ウ
タ

」
州
含
銀
砂
石
地
方

北
越
煤
田
概
況

・
前
号
ノ
続

第

一
六
号

明
治

=
二
年
四
月
三
〇
日
発
党

島

田

純

}

稲

垣

徹
之
進

山

内

徳
三
郎

西

山

正

吾

島

田

純

一

桑

田

知

明

来
曼
氏
北
海
道
地
質
総
論

第
三
章
地
質
摘
訳

・
前
号
ノ
続

地

質

学

進

歩

ノ
記

・
第

=

二
号

ノ
続

地

震

説

(

「

フ
ィ
ギ

エ

」
氏

地

球

論

抄

訳

)

山

内

徳
三
郎

島

田

純

一

桑

田

知

明

『
地

学

雑

誌

』
第

一
六

号

(
明

治

=
二
年

四
月

)
は

巻

末

に

「
今

般

社

員

一
同

公

務

ヲ
以

テ
各

地

へ
派

出

致

候

二
付

、
地

学

雑

誌

ノ
儀

、

当

分
休

刊

仕

候

、

因

テ

右

代

価

剰

余

ノ
分

、

一
先

御

返
却

可
仕

此

段

致

報

告

候

也

。

明
治

=

二
年

四
月

。

地

質

学

社

。

謹

白

」
な

る

一
文

を
残

し

て
廃

刊

と

な

っ

た
。

明
治

一
二
年

ラ

イ

マ

ン
が

解

雇

さ

れ
工

部

省

の
事

業

か

ら
離

れ

る

と
、

翌

=

二
年

頃

か

ら
彼

等

の
弟

子

た
ち
は
工
部
省
鉱
山
局
、
地
質
調
査
事
業

(
内
務
省
よ
り
農
商
務
省
に
移
管

)
、

開
拓
使

(
三
県
時
代
を
経
て
北
海
道
庁

へ
)
等
に
新
し
い
職
場
を
求
め
て
活
躍
す

べ
く
、
北
に
南
に
散
っ
て
い
っ
た
。

『地
学
雑
誌
』
の
発
刊
は
も
は
や
不
可
能
と

な

っ
た
。
ラ
イ

マ
ン
は
こ
の
こ
と
を
痛
く
惜
み
、
そ
の
継
続

の
た
め
に
資
金
的
援

助
を
も
考
慮
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
再
刊
を
み
る
こ
と
な
く
、
日
本
最
初

の
地
質

学
雑
誌
は

一
六
号
を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。
こ
の
間

の
事
情
に
つ
い
て
桑
田
知

明
の
「
来
曼
先
生
閲
歴
概
要
」
⑨

(
桑
田
権
平
著

『来
曼
先
生
小
伝
』
所
収

)

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

襲
に
来
曼
先
生
に
は
北
の
美
挙

〔

『地
学
雑
誌
』
の
発
刊

〕
を
賞
賛
せ
ら
れ
、

此
の
雑
誌
を
欧
文
に
改
正
し
、
以
て
汎
く
皇
国
の
地
質
を
世
界
に
紹
介
し
、
有

益
な
る
雑
誌
と
な
す
を
勧
誘

せ
ら
れ

た
り
。
而
し
て
其

の
校
正
等
に
就

い
て
は

先
生
帰
米

の
後
、
其
労
を
惜
ま
ざ
る
と
の
赤
心
を
示
せ
り
。
斯
く
し
て
明
治
十

四
年
春
先
生
の
本
邦
を
退
去
せ
ら
る
る
に
臨
み
、
東
京
市
麹
町
区
平
河
町
に
於

け
る
先
生
所
有
地
千
有
余
坪

の
地
積
、
並
に
之
れ
に
附
属
す
る
数
百
坪

の
住
宅
、

長
屋
、
土
蔵
、
家
具
に
至
る
ま
で

一
式

(
時
価
壱
万
円
以
上

)
を
我
々
の
創
設

せ
る
地
質
学
社
に
寄
附
し
、
右
雑
誌
刊
行
の
基
本
財
産
と
す
べ
く
我
々
徒
弟
に

恵
与
せ
ら
れ
た
る
の
恩
沢
を
蒙
れ
り
。
然
る
に
当
時
我

々
微
力
を
以
て
斯
く
巨

大
な
る
地
所
家
屋
等
を
維
持
支
障
す
る
に
至
難
な
る
を
以
て
.
遂
に
先
生

の
承

諾
を
得
て
売
却
す
る
の
止
む
を
得
ざ
る
こ
と
に
立
至
れ
り
。

ラ

イ

マ
ン
に

し

て

も

並

々

な

ら

ぬ
熱

の
入

れ

よ

う

で

あ

っ

た

こ
と

は
推

測

に
難

く

な

い

が

、

一
方

E

・
ナ
ウ

マ
ン

(
E
d
m
u
n
d
 
N
a
u
m
a
n
n

)

に
よ

っ
て
、

東

京

大

学

理

学

部

に

お

け

る
本

格

的

な

地

質

学

の
研

究

と

教

育

が
開

始

さ

れ

た
の

に

続

い

て
、

日
本

の
組
織

的

な
地

質

調

査

事

業

が

よ

う

や
く

緒

に

つ
こ
う
と
し

て
い

た
。

こ
う

し

た
動

き

の
な

か

で

ラ

イ

マ
ン

の
弟

子

た
ち

は

、

九

州

や
北

海

道

の
炭

坑

の

開

発

の

た
め

の
地

質

測

量

と

い

う

実

務

的

な
面

に
活

躍

の
舞

台

を
求

め

て
散

っ

て

一皿一



い

っ

た
。
彼

等

は
地

質

学

研

究

の
主

流

か
ら

は
離

れ

る
方

向

に
向

っ
て
進

ん

で

い

っ
た

の

で
あ

る
。

地

質
学

関

係

の
雑

誌

に

っ
い

て

い
え

ば

、

明

治

一
六
年

に
東

京

大

学

に

地

学

会

な

る

研

究

団

体

が

で
き

、

明

治

一
八
年

か
ら

「
地
学

会

誌

』

と

い
う
非

売

品

で
不

定

期

の
刊

行

物

を

発

行

し

て

い

た
が
、

明

治

二

二
年

月

刊

の

『
地

学

雑

誌

』

を
発

行

す

る

に
至

っ
た
。

一
方

、

イ

ギ

リ

ス
の

ロ
イ

ヤ

ル

・
ジ

オ

グ

ラ

フ
イ

カ

ル

・
ソ

サ

エ
テ

ィ

に

な
ら

っ
て
明

治

一
二
年

に
東

京

地

学

協

会

が

設

立

さ

れ

、

「
東

京

地

学

協

会

報

告

』

を

発

行

し

て

い

た
。

こ

の
両

者

が
明

治

二
五
年

合

併

し

、

会

の
名

称

は

東

京

地

学

協

会

と

し
、

機

関

誌

は

『
地

学

雑
誌

』

を
継

承
発

展

さ

せ

る

こ

と

に

し

た
。

し

か

し
翌

二
六

年

に

は
帝

国
大

学

の
グ

ル
ー

プ

は

東
京

地

質

学

会

を
創

立

し

『
地

質

学

雑

誌

』

を
発

行

し

た
。

こ

れ

が
現

在

に
至

る

『
地

学

雑

誌

』

と

「
地

質

学

雑

誌

』

の
簡

略

な
由

来

で

あ

る
。
⑩

ラ

イ

マ
ン

の
弟

子

た
ち

の

『
地

学

雑

誌

』

は

『
東

京

地

学

協

会

報

告
』

と

と
も

に

日
本

に

お

け
る
最

初

の
地
学

関

係

の
雑

誌

で

は
あ

る
が

、

そ

の
後

の
地

学

研

究

に
直

結

す

る
形

で
発

展

す

る

こ

と

は

な

か

っ

た

の
で
あ

る
。

注①

ラ
イ

マ
ン
の
伝
記
に

つ
い
て
は
弟

子
の
山
内

徳
三
郎
が

「
ベ
ン
ジ

ャ
ー

ン

・
ス

ミ

ス

。
ラ

イ

マ
ン
氏

ノ
伝

」
を
明
治
三
六
年

一
月

一
〇
日
か
ら
四
回
に
わ
た

っ

て

「
北
海
道
鉱
業

新
報
』

に
連
載

し
た

の
が
最
初

で
あ
る
。

次

は
明
治

三
九
年

一
二
月

ラ
イ

マ
ン
が
再
度
来

日
し
た

の
に
因

ん
で
、

「
筑
豊

石
炭

鉱
業
組
合
月
報
』
第

三
四
号

(
明
治
四
〇
年

四
月

)
に

「
本
邦

鉱
業
界

の

恩
師

(
米
国
技
師

ラ
イ

マ
ン
氏

)
」
が
発
表

さ

れ
た

。

こ
れ
は
前

記

の
山
内

の

伝
記
を
要
約

し
た

の
に
併

せ

て
弟
子

の

一
人
島

田
純

一
(
当
時

豊

国

炭

坑

坑

長

)
の
談
話

を
加

え
、
同
誌

の
編
集
者
高
野
江
基
太

郎
が
執
筆
し
た
。

山
内

の
伝

記
は
そ

の
ま
ま
明
治
四

四
年

七
月

ラ
ィ

マ
ン
の
七
七
才

の
祝
賀

に
際

し
て

『
ベ

ン
ジ

ャ
ミ

ン

・
ス
ミ
ス

・
ラ
イ

マ
ン
氏
小
伝
』

(

一
二
丁

・
ガ
リ
版

)

と

し
て
発
刊
さ
れ
た
。
た
だ
末

尾
に
再
度
の
来

日
や
祝
賀

行
事

に
関
す

る
記
述

が
若

干
加
筆
さ
れ

て
い
る
。

大
正
九
年

ラ
イ

マ
ン
の
死
去

に
際

し
て
弟

子

の

一
人

西
山

正
吾

が

「
地
質
学

者

ラ
イ

マ
ン
先
生
小
伝

」
を

「
東
洋
学

芸
雑
誌
』
第

四
七
〇
号

(
大
正
九
年

三

月

五
日

)
に
発
表

し
て

い
る
。

こ
れ
は
九

州
大
学
産
業
労
働

研
究
所

所
蔵

の
西

山

正
吾
関
係
資
料

に
よ

っ
て
明

ら
か
で
あ
る
が
、
西
山

が
山
内
と
相

談

し
な

が

ら
、
山
内

の

『
ベ

ン
ジ

ャ
ミ

ン

・
ス
ミ

ス

・
ラ
イ

マ
ン
氏
小
伝
』

を
基

に
し
て

書

い
た

も
の
で
あ
る
。

翌
大

正

一
〇
年

に
は
地

質
学
者

の
佐
川
栄
次
郎

が

「
ラ
イ

マ
ン
氏

を
憶

う

」
を

『
地
質
学
雑
誌
』
第

三

二
八
号

(
大

正

一
〇
年

一
月

)
に
発
表

し
た

。

佐
川

は
、

ラ
イ

マ
ン
の
弟
子

で
は
な

い
が
明
治

四
四
年

ラ
イ

マ
ン
を

ア
メ
リ
カ

に
訪

れ
た
経
験
も
あ

り
、
地
質
学

に
関
す

る
ラ
イ

マ
ン
の
業
績

の
客
観

的
評
価

を
明
確

に
表
明

し
た
優

れ
た
小
論

で
あ
る
。

昭
和
九
年
鈴
木
醇

(
北

海
道
帝
国
大
学
教
授

・
地

質
学
専
攻

)
が

「
北
海
道
地

質

開
拓
者

ラ
イ

マ
ン
氏
」

を

『
蝦
夷

往

来
』
第

一
二
号

(
昭
和

九
年

三
月

)
に

発
表

し
た
が

、
基
本
的

に
は
前
記

の
佐

川

の

「
ラ
イ

マ
ン
氏
を
憶

う

」
に
依

拠

し
て

い
る
。

昭
和

}
二
年

桑
田
権
平

著

『
来
曼

先
生
小
伝
』

(
B

6

・
九
九
頁

)
が
発
行

さ

れ
た
。
桑

田
は
弟

子
の

一
人
桑

田
知

明
の
甥

で
、
若

い
日

に
知
明

に
従

っ
て
ラ

イ

マ
ン
の
も
と

に
渡
米

し
た

こ
と
が
あ
る
。

こ
の
著
作

は
桑
田

の
ラ
イ

マ
ン
に

関

す
る
知

識
と
知

明

の
記
述

し
た

「
来
曼

先
生
閲
歴
概

要

」
の
抜
粋
そ

の
他

か

ら
な

っ
て

い
る
。
し
か
し
桑

田
家

に
残
る

「
来
曼
先

生
閲
歴
概
要

」
は
山
内

の

『
ベ

ン
ジ

ャ
ミ
ン

・
ス
ミ
ス

・
ラ
イ

マ
ン
氏
小
伝
』

に
そ

の
多
く
を
依
拠

し
て

い
る
。

昭
和

二
四
年

『
近
代

日
本
鉱

業

の
黎
明
期
と
来
曼
先

生
』

(
B
6

・
二
〇
頁

)

な
る
小
冊
子
が

ラ
イ

マ
ン
の
没
後

三
〇
年

を
記
念

し
て

日
本
鉱
業
会

か
ら
発

刊

さ
れ
た
。

昭
和

四
三
年
今
井
功
著

「
黎

明
期

の
日
本
地
質
学
』

(
新
書
版

・
一
九

三
頁

・

ラ

テ
イ

ス
刊

)
が
発
刊

さ
れ
た

が
、
ラ
イ

マ
ン
に
関
す

る
優

れ
た

紹

介

が

あ
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る
。
昭
和

五

〇
年

原
田

一
典
著

『
お
雇

い
外

国
人

1
開
拓

』

(
B
6

・
二

一
四
頁

・

鹿
島

出
版
会

)
が
発
刊

さ
れ
た
が
、
北
海
道
庁
所
蔵

文
書
等

、
ラ
イ

マ
ン
に
関

す
る
新
史
料

の
紹
介
が
な

さ
れ

て
い
る
。

そ

の
他

に
も

ラ
イ

マ
ン
に
関

す
る
伝
記
的
記
述

は
存

在
す

る
が
、
主
要
な

も

の

は

一
応
以
上

に
掲
げ
た
文
献

に

つ
き

て
い
る
と

い
え
よ
う
。
な

か
で
も
山
内

の

『
ベ

ン
ジ

ャ
ミ
ン

・
ス
ミ
ス

・
ラ

イ

マ
ン
氏
小
伝
』

と
佐
川

の
「
ラ
イ

マ
ン
氏

を
憶

う

」
の

二
点
が
現
左
知

ら
れ

て
い
る
「
ラ
イ

マ
ン
伝

」
の
原
流
を
な

し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ラ
イ

マ
ン
に
関
す
る
史

料
は
北

海
道
大
学
や
北
海
道
庁
そ

の
他
に
存
在

す

る
こ

と
が
知

ら
れ
て

い
る
。
彼

の
故

郷

ノ
ー
サ
ム
プ
ト

ン
の

ス
ミ

ス
・
カ
レ

ッ
ジ

・

フ
ォ
ル
ベ

ス
図
書
館

の
彼

の
史
料

も
整
理
が
進
め
ら
れ

る
気

運

に

あ

る

と

聞

く
。
今
後

の
本
格

的
研
究

が
待
た

れ
る
。

②
地
質

図
は

こ
れ
を
省
略

し
た
。

③

こ

こ
に
紹
介
す
る

=

人

は

い
ず
れ
も
ラ

イ

マ
ン
の
弟

子
た
ち
の
同
窓
会

と
も

い
う

べ
き

ラ
イ

マ
ン
会

の

メ
ン
バ

ー
で
あ
る
。
そ

の
他
に
も
ラ
イ

マ
ン
の
地

質

調
査

に
随
行
し

て
指
導

を
受

け
た
人
々
が

い
た
。
仮
学
校

の
生
徒

で
は
斉
藤

武

治

(
明
治
八
年
病
気
退
職

)
、
三
沢
思
裏

(
明
治

一
〇
年
病
気

退
職

)
が

い
た

が
、
若
く

し
て
病
没

し
た

模
様

で
あ
る
。
事
務
官

で
は
秋

山
美
丸

、
前

田
本

方

等
が

い
た
が
、
秋
山

は
明
治

一
九
年
病
没

し
、
前

田
の
そ
の
後

は
明
ら

か
で
な

い
。

④

世
界

で
最
初

に
地
質
調

査
所
が
設
立
さ
れ
た

の
は

一
八
三
五
年

イ
ギ

リ

ス
の
王

立
地
質
調
査
所

で
あ

る
。

世
界

の
地
質
調
査
所

の
歴

史

に
つ
い
て
は

『
地
質

調

査
所
報
告
』
第

一
号

(
明
治
四
十
年

)
が
詳

し
い
。

⑤

彼
等

の
在
学
期
間
が
何
時

ま

で
で
あ

っ
た

か
は
明
確

で
な
い
。

「
北
海
道
帝

国

大
学
沿
革
史
』

(
三
四
頁

)
に
よ
れ
ば
明
治
九
年

五
月

「
本
校
地

質
測
量

生
十

二
名

を
し
て
内
務
省

に
転

属

せ
し
む

」
と
あ

る
。

ま
た
弟
子
の

一
人
稲
垣
徹

之

進

の
記
憶

に
よ
れ
ば

「
明
治
十

二
年
始
め

て
卒
業

証
書
を
授
与

せ
ら

る
」
(
「
筑

豊
炭
礦

誌
』

六
八
九
頁

)
と
あ
る
。

⑥

「
北
島
炭
業
の
創
始

」

「
石
炭
時

報
』
第

一
巻
第

二
号
。

⑦

島

田
純

一
「
ラ
イ

マ
ン
先
生

」

「
石
炭
時
報
』

第

一
巻
第

三
号
。

⑧

「
ラ
イ

マ
ン
日
本
油

田
調
査
第

二
年
報

」
参

照
。
佐
川
栄
次
郎

「
ラ
イ

マ
ン
氏

を
憶

う

」

「地
質
学

雑
誌
』
第

三
二
八
号
も

同
様

の
見
解

を
述

べ
て

い
る
。

⑨

桑

田
知

明

「
波
瀾

重
畳

の
五
十
年

」

「
石
炭
時

報
』

第

二
巻
第

二

号

に
も
同

様

の
記
述

が
あ
る
。

⑩

神
保
小
虎

「
本
邦

に
於

け
る
地
質
学

の
歴
史

」

「
地

質
学
雑
誌
』
第

一
四
七
号
、

小
藤
文
次
郎

「
地
学
雑
誌

の
由
来

」

「地
学

雑
誌
』
第

五
〇
〇
号
、

『
明

治
工

業
史

』
機
械

・
地
学

篇
参

照
。
な
壽

「
日
本
科
学
技

術
史

大
系
』
第

一
四
巻
地

球
宇

宙
科
学
篇
第

三
章

に
要

を
得
た

解
説

が
な

さ
れ
て

い
る
。

附

B

・
S

・
ラ

イ

マ

ン
の
筑

豊
炭

田

調

査

記

第

二
節

に
紹

介

し

た

ラ

イ

マ
ン

の
最

終

の

レ

ポ

ー

ト

〈
》
R
e
p
o
r
t
 
o
f
 
p
r
o
g

-
r
e
s
s
 
f
o
r
 
1
8
7
8
 
a
n
d
 
1
8
7
9

に
、
彼

が
明

治

「

一
年

(

【
八

七

八

)
秋

、
筑

豊

地

方

を
旅

行

し

た
記

録

が
掲

載

さ

れ

て

い

る

の

で

本

稿

に
因

ん

で
次

に
紹

介

す

る

こ

と

に

し

よ
う

。

こ

の
時

従

っ

た
の

は
弟

子

の
安

達

仁

造

と

コ

ッ
ク

、

ボ

ー
イ
、

馬

丁

、
車

夫

の
五

人

で
あ

っ

た

(
安

達

仁

造

「
思

ひ

出

の
人

」

「
石

炭

時

報

』
第

一
巻

第

九
号

)
。

行

程

は

第

四
節

に
も

紹

介

し

て

い
る

よ

う

に

日
本

海

側

を

西

行

し

て
下

関

か
ら

大

里

に
渡

り

、

小

倉

、

黒

崎

を

経

て
筑

豊

炭

田

に
足

を
踏

み

入

れ

て

い

る
。

た
だ

こ

の
旅

行

記

に

は
期

日

の
記

入

が

な

い

の

が
残

念

で
あ

る

。

と

こ

ろ

で
彼

が
筑

豊

に
姿

を

現

わ

す

数

ヵ

月

前

(
同

年

五
月

)
三
池

炭

坑

で

活

躍

し

て

い

た

イ
ギ

リ

ス

の
鉱

山

技

師

F

・
A

・
ポ

ッ
タ

ー

(
団
・
}
・
℃
o
算

①
門

)

が

、

福

岡

県

の
依

頼

で

こ

の
地

方

を

調

査

し
、

報

告

書

を

提

出

し

て

い

る
。

ラ

イ

マ
ン
も

こ

の
報

告

書

に
強

い
関

心

を

示

し

た
。

そ

れ

に

し

て
も

ラ

イ

マ

ン
の
旅

行

記

は

当

時

の
筑

豊

の
様

子

を
知

り

得

る
数

少

い
記

録

と

い

え

よ
う

。

蒸

気

機

関

の

一
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設

置

状

況

、

石
炭

運
賃

等

々
興

味

深

い
記

述

が

目

に

つ
く

。

後

年

彼

の
弟

子

た

ち

の
多

く

が

、

こ

の
地

を
活

躍

の
場

に

す

る

で

あ

ろ

う

こ
と

を
彼

は
ど

の
程

度

予

測

し
得

た

で

あ

ろ

う

か
。

小

さ

な
川

の

ほ

と
り

に

で

き

た
か

な

り

広

い
沖

積

地

に
あ

る
木

屋

瀬

に
到

着

し

た
。

そ

れ

か

ら
平

地

を
約

一
リ

ー

グ

南

へ
行

く

と

直

方

村

の

シ

ン

マ

〔
新

町

か

〕

に
あ

る
御

館

炭

坑

に
到

着

し

た

が

、

そ

の
側

に
低

い
岡

が

あ

り

、

そ

こ

で
は

灰

色

が

か

っ
た
粗

悪

な
粒

状

の
石

灰

石

が

建

築

用

材

と

し

て
切

り

出

さ
れ

て

い

た
。

こ

の
石

灰

石

は

い
ろ

い
ろ

の
鉱

物

を

含

ん

で

い

た
。

そ

の
大

部

分

は
自

い
結

晶

粒

か

ら

な

る
方

解

石

で

、
部

分

的

に
緑

灰

色

の
不

純

物

、

清

く

澄

ん
だ

石

英

の
粒

、

玉

随

、

そ

し

て

磁
鉄

鉱

を
含

ん
だ

黒

い
小

粒

か
ら

な

っ
て

い

る
。

こ

の
低

い
岡

は
南

西

と

北

東

の
方

向

に
延

び

て

い

る

が

、

そ

の
途
中

を

道

路

が
走

っ
て

い

て
切

目

が

あ

り

、

そ

の
道

路

の

一
方

の
側

は

数

ヤ

ー

ド
が

、

す

べ

て
炭

坑

と

な

っ
て

い

る
。

こ

の
岡

の
北

東

の
側

に
石

切

場

が

あ

り

、

南

西

側

に
炭

坑

が
あ

る
が

、

炭

層

は
北

東

の
方

向

に

一
五

度

の
傾

斜

を

も

っ
て
延

び

て

い
る

。

そ

こ

で
炭

層

は

石

灰

石

の

下

、

少

く
と

も

四

五
～

五

〇

フ

ィ

ー

ト

を
走

っ
て

い
る

と

言

う

こ
と

で
あ

っ
た

。

私

は
岡

の

南

西
側

に
粒

状

の

石

灰

石

の
露

頭

が

北

へ
九

度

、

東

へ
三
〇

度

の
方

向

に
走

っ
て

い
る

の

を

見
た

。

次

の
表

は

炭

坑

で
見

せ
ら

れ

た

石

炭

層

の
地

下

断

面

で

あ

る

。

白

色

粘

度

石

炭

(
ヤ

マ

ハ
リ

)

粘

土

石

炭

(
ス
イ

タ

)

黒

色

ス
レ

ー

ト

石

炭

(
カ

ン
カ

ン

)

砂

四

五

～

五

〇

、

○

フ

ィ

ー

ト

二

、

五

〃

四

、

○

〃

二

、

五

〃

三

、

○

〃

四

、

○

〃

一
、

○

〃

石
炭

(
五

フ

ィ
ー

ト

)

ス

レ
ー

ト

石

炭

(
ク

サ
石

)

黒

色

ス

レ
ー

ト

石

炭

(
サ

イ

マ
イ

)

黒

色

ス
レ

ー

ト

石

炭

白

色

粘

度

灰

色

(
粗

い
砂
岩

?

)

石

炭

(
三

フ
ィ
ー

ト

)

ス

レ
ー

ト

石
炭

(
塊

ま
た

は
盤

下

)

灰

色

頁
岩

(
以
下

石

炭

な

し

)

五

、

○

フ

ィ

ー

ト

○

、

四

〃

二

、

五

〃

㎝
、

五

〃

一
、

五

〃

二

、

○

〃

二

、

○

〃

=

二

、

○

〃

二

、

○

〃

三

、

○

〃

一
、

○

〃

一
、

○

〃

一
〇

一
、

九

〃

こ

の
断

面
図

を
舟

木

炭

田

の
有

帆

炭

坑

の
断

面
図

と

比
較

す

る
と

、

厚

さ

が

多

少

異

な

る
と

い
う

こ
と

を
除

け
ば

、
両

者

は
非

常

に

よ

く

似

て

い

て

、

か

っ
て
接

続

し

て

い
た

こ
と

は

、

か
な

り

確

実

で
あ

る
よ

う

に

思

わ

れ

る
。

直

方

で

は

そ

の

う

ち

五

フ
ィ

ー
ト
と

三

フ

ィ

ー

ト

の
炭

層

だ

け
が

堀

ら

れ

て

い

る
が

、

両

者

の

間

隔

は

二
五

ブ

イ
ー

ト

で

あ

る

(
あ

る

い
は

そ

の

距

離

は

三

五

フ
ィ

ー

ト
と

も

い
わ

れ

、
有

帆

の

も

の
と

同

様

、

価

値

あ

る

存
在

で

あ

る

こ
と

は
疑

い
な

い

)
。

従

っ

て
炭

層

の

厚

さ
と

い

い
、

間

隔

と

い

い

ナ
カ

ボ

リ

と

チ

ュ
ウ

ゴ

オ

に
よ

く

似

て

い

て
、

よ

く

似

た

他

の
炭

層

に
比

較

し

て
最

も
優

れ

て

い

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。

小

さ

な

石

炭

が

炭

坑

の

近

く

に

こ

ろ

が

っ
て

い
た

が

そ

れ

ほ

ど

上
等

と

も

思

え
ず

、

む

し

ろ
小

さ

く

不
純

物

を

含

ん

で

い
た

。

し

か

し
そ

れ

は
平

均

よ
り

は

明

ら

か

に
優

れ

て

い
る
非

常

に

よ

い
見

本

が

私

に
見

せ
ら

れ

た

の

で

あ

る
。

現

在

三

フ
ィ

ー

ト

の
炭

層

で

は
た

だ

一
の

炭

坑

だ

け
掘

ら

れ

て

い

る

が

、

五

フ
ィ

ー

ト

の

一恥一



炭

層

で

は

二
〇

度

の
傾
斜

で
六

〇

フ

ィ
ー

ト

の

深

さ

の

古

い
斜

坑

が
あ

り

、

一
八

七

七
年

八

月

か

ら

一
八

七

八
年

一
月

の
間

、
採

掘

さ

れ

て

い
た

こ
と

が

あ

る
。

三

フ
ィ

ー

ト

の
炭

層

に

は

ほ

ぼ

同

じ

傾

斜

の

三

っ
の
斜

坑

と

廃

壇

に
な

っ
た

竪

坑

の

側

に
新

し

い
竪

坑

が

一
つ
あ

る

の

を

こ

れ

ま

で
歩

い
て

い

る
う

ち

に
見

つ
け
た

が

、

そ

の
中

の
新

し

い
方

は
揚

水

ポ

ン
プ

を
動

か

す
た

め

に

七

馬

力

の
蒸

気

機

関

が

設

置

さ

れ

て

い
た

。

通
気

竪

坑

に
水

が

た

ま

っ
て

い

る

う

え

に
、

坑

内

の
空

気

が

汚

れ

て

い

て

ラ

ン
プ

を
と

も

す

こ
と

が

で

き

な

い
状

態

だ

っ
た

の

で
、

坑

内

に
は

入

ら

な

か

っ
た

。
廃

坑

に
な

っ
て

い

る
竪

坑

は

三

六

フ

ィ
ー

ト

、

新

し

い
方

は

五
〇

フ
ィ

ー

ト

の
深

さ

で
あ

っ
た

。

本

斜

坑

は

一
二
〇

ブ
イ

ー

ト

の

深

さ

を

も

ち

、

九

〇

フ
ィ

ー

ト

で
炭

層

に
達

し

て

い

る
。

作

業

は

六
月

以

来

、

水

没

し

て

い

て
中

止

と

な

っ
て

い

る

が

、
当

分

望

み

な

さ
そ

う

で
あ

る
。

坑

内

は

六

フ

ィ
ー

ト

な

い
し

四

フ

ィ

ー

ト

し

か
な

い
細

長

い
支

柱

が

使

わ
れ

て
澄

り

、
切

羽

は

二
〇

ブ
イ

ー

ト

か

精

々

三

〇

フ
ィ
ー

ト

の
幅

し

か

な

い
。

し

か

も

支

柱

は

精

々

二

、

○

O

O

坪

(

一
、

六

六

工
ー

カ
ー

)
し

か

な

い
借

区

の
境
界

に
ま

で

し

か

及

ん

で

い
な

い

の

で
あ

る

。

こ

の
炭

坑

で

は

三

〇

人

が

働

い

て

い
て

、
火

薬

は

使

用

さ
れ
て
い
な

い
。

石
炭

は

肩

に

か

つ
い
だ

天

秤

棒

の

両

端

の
籠

に
入

れ

て
斜

坑

か

ら
運

び

出

さ

れ

、

一
荷

で

一
ピ

ク

ル

を
運

ぶ
。

炭

坑

主

は

一
ピ

ク

ル
の

採

掘

に

つ
き

二

セ

ン

ト
半

か

あ

る

い
は

ト

ン
当

り

約

四

〇

セ

ン
ト

を

支

払

っ
て

い
る

。

石

炭

は
馬

の

背

に
乗

せ

て
坑

口

か

ら

約

三
六

〇

ヤ
ー

ド
離

れ
た

川

の
土

手

ま

で

、

「
ピ

ク

ル

一
セ

ン
ト

で

運
ば

れ

る

。

そ

れ

か
ら

若

松

(
こ

の

川

の

河

口

が
右

手

に

向

っ
て
注

ぎ

込

ん

で

い

る
小

さ

な

湾

の
入

口

に
あ
た

る

)
ま

で

七

リ

ー
グ

の

距
離

を

舟

で
運

ば

れ
て

い
く

。

運

賃

は

一
ピ

ク

ル

二

セ

ン
ト
半

で
あ

る

。
そ

の
舟

は

一
艘

で

一
〇

〇

な

い

し

「
四

C

ピ

ク

ル
運

ぶ
が
、

夏

季

は
水

深

に
左
右

さ

れ

て
変

動

が

あ

る
。

石

炭

は
夏

冬

に

か

か

わ

り

な

く
掘

り

出

さ

れ

る

。
筑

前

で

は
蒸

気

機

関

を

据

付

け
て

い

る
炭

坑

は

こ

こ
だ

け
だ

そ

う

で
あ

る
。

し

か

し
東

の
方

を
流

れ

る

こ

の
川

の
支

流

で
豊

前

の

国

の

は

し

に

あ
た

る
赤

池

炭

坑

〔
糸

田
炭

坑

か

〕
に

も

い
ま

一
つ
蒸

気

機

関

が

あ

る

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

飯

塚

(
筑

前

)
の

近

く

に
も

炭

坑

が

あ

る
が

水

準

以

下

に

余

り

深

く

掘

り

過

ぎ

て
廃

棄

さ

れ
た

ま

ま

に

な

っ
て

い

て
、

た

だ

直

方

近

く

の

炭

坑

だ

け
が

筑

前

で
稼

働

し

て

い
る
唯

「
の
炭

坑

だ

そ

う

で
あ

る

。

わ

れ

わ

れ
は

シ

ン

マ

〔
新

町

か

〕
か

ら
南

西

の

方

向

に
、

川

の
左

岸

の
土

手

を

一
リ

ー
グ

半

進

み

(
従

っ
て

こ

の

下

を
石

炭

層

が
走

っ
て

い

る

)
飯

塚

ま

で

二
リ

ー

グ

弱

の
小

竹

の

部

落

に

つ
い
た

。
そ

の
間

に
そ

れ

ほ

ど

広

く

な

い
沖

積

平

地

が

あ

り

、

そ

の
左

手

に
は

豊

前

の

国
境

に
そ

っ
て
高

い
岡

や
山

が

あ

っ
た

り

、

ま

た

時

折

、

わ

れ

わ

れ

の

行

手

に

は

、
緑

褐

色

や
赤

く

輝

い

て

い

る
脆

く

な

っ
た

花

嶺

岩

や
花

嵐
岩
質

の
土
や

、炭
化
度

の
低

い
石
炭
質

の
頁
岩

と
思
わ
れ
る
も

の
な
ど
が

現

わ

れ

た

り

し
た

。

小

竹

の

近

く

で
石

炭

を
山

と

積

ん
だ

小

舟

か

ら
川

の
土

手

へ
荷

上

げ

を

し

て

い
た

が

、

品

質

は

よ

く

な

い
よ
う

で
、

硫

黄

分

が

多

く

粉
炭

に
な

っ
て

し

ま

っ

て

い
る

と

の

こ

と

で

あ

っ
た

。

小

竹

の
近

く

で

は

石

灰

が

肥
料

に
用

い

ら

れ

て

い
た

が

、

そ

れ

は

赤

池

や
直

方

の
北

約

半

リ

ー

グ

の
と

こ

ろ
か

ら

運

ば

れ

て

く

る

の

だ

そ

う

で
あ

る

。

わ

れ

わ

れ

は
川

の
堤

防

に
そ

っ
て
南

西

の
方

向

に
進

ん
だ

が

、

依

然

と

し

て
沖

積

平

地

が

続

き
、

一
リ

ー
グ

余

行

っ
た
と

こ
ろ

に

幸

袋

が

あ

っ
た

。

途
中

で
船

か

ら
多

く

の
石

炭

を
陸

上

げ

し

て

い
た

が

、

や
は

り

品

質

は

よ

く

な

い
よ

う

で

あ

っ
た

。

小

竹

を
数

百

ヤ

ー

ド
過

ぎ

た

こ
ろ

、
稼

働

し

て

い
な

い

炭

坑

を

右

手

に
見

な

が

ら

、

そ

の
側

を

通

っ
た

が

、

炭

層

の
厚

さ

は

五
～

六

フ
イ

ー

ト

で
、

長

さ

は

二

四
～

三

〇

フ
ィ

ー
ト

と

の

こ
と

で

あ

っ
た

。

こ

の

附

近

に

誇

け

る
炭

坑

の

長

さ

は

六

〇

〇

ヤ

ー

ド
だ

そ

う

で
あ

る

が

、

現
在

は
全

く
稼

働

し

て

い

な

い
の

で
あ

る

。
炭

層

は

広

大

で
あ

る

が

、

石

炭

の
利

用

は

あ

ち

こ

ち

で
時

々

し

か

な

い

う

え

に

、
花

商

岩

が

あ

ち

こ

ち

に
あ

っ
て
炭

層

の

利

用

を

さ

ま
た

げ

て

い
る

か

ら

で

あ

る
と

聞

い
た

。

石

炭

は
川

の
西

約

一
リ

ー

グ

の
と

こ
ろ

に
あ

る

相

田

で
掘

ら

れ

て

い

る
そ

う

で

あ

る

。

そ

の
石

炭

は

こ

の
地

方

で
は
最

も
炭

化

度

が

高

く

、

多

分

直

方

の

五

フ
ィ

ー

ト

層

と

同

様

に
カ

ン

カ

ン
五

フ

ィ
ー

ト
層

に

属

す

る

の

で
あ

ろ

う
。

こ

の
地

方

の

石

炭

は

三
田

尻

附

近

の
製

塩

用

に
用

い

ら

れ

、

蒸
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気

船

用

の
石

炭

ほ
ど

塊

状

で
上

質

の
も

の

で
あ

る

必
要

は

な

い

の

で
あ

る
。

幸
袋

の

近

く

を

通

る
と

小

さ

な

休

止

中

の
炭

坑

が

あ

り

、
炭

化

ス
レ

ー

ト
と

一

緒

に

な

っ
た

灰
褐

色

の

や

わ

ら

か

い
砂

岩

が

露

出

し

て

い
た

。

川

か

ら
そ

れ

て

、

さ

ら

に
南

西

の
方

向

へ
、

低

い
丘

陵

地

帯

を

約

一
リ

ー

グ

ほ
ど

進

み
伊

岐

須

に

つ

く

と

、

そ

こ

に
も

小

さ
な

廃

坑

が

あ

っ
た

。

こ

れ

は

花

瀬

炭

坑

か

ら

一
マ
イ

ル
以

内

に
あ

り

、

採

掘

ず

る
よ

う

命

令

が
出

て

い
る

に

も

か

か

わ
ら

ず

、

実

際

は

石

炭

を

産
出

し

て

い
な

い
と

い
う

こ
と

で

あ

っ
た

。

こ

の
炭

坑

は

一
八

七

八
年

(
明

治

十

一
年

)
の
春

に
開
坑

し

、

八

月

ま

で
稼

働

し

て

い
た

が

、

現

在

は

四

八

フ

ィ

ー

ト

の
新

斜

坑

に
水

が

一
杯

た

ま

っ
て

い
た

。

炭

層

は
明

ら

か

に

北

東

の
方

向

に

四

五

度

の
傾

斜

を

な

し

て

い
た

。

こ

の
炭

層

も

ま

た

い

わ

ゆ

る

カ

ン
カ

ン
五

フ

ィ
ー

ト
層

に
属

す

る

も

の

で
、

○

.
八

な

い

し

一

・
○

フ
ィ

ー

ト

の
軟

弱

な

白

い
粘

土

を

は

さ

ん

で

、

上
層

が

三

フ

ィ
ー

ト
、

下

層

が

二

フ

ィ

ー

ト

の

二

つ
の
炭

層

か

ら

な

っ
て

い

る
と

い
う

こ
と

で

あ

る

。

こ

の
層

の
上

に
四

フ
ィ

ー

ト

の
厚

さ

の
低

品

位

炭

が

あ

り

、

ま
た

十

フ
ィ

ー

ト

下
方

に
は

八

フ

ィ
ー

ト

層

(
す

べ

て
石
炭

と

い

わ

れ

る

)
が

あ

る
。

さ

ら

に
そ

の
下

に
三
フ
ィ
ー
ト

の
黒

い
粘

板

岩

が
、
ま
た
そ

の
下

に
再
び
二

フ
ィ
ー
ト
半

の
低

品
位
炭

が
臼

い
粘
土

の
上

に
横
た
わ

っ
て
い
る
。

八

フ
ィ
ー
ト

層
の
石
炭

は
専
ら
製
塩
用
に
用
い
ら
れ
、
百
ピ
ク
ル

ニ

ニ

五
ド
ル
(
ト

ン
当
り

丁

八
七
五

ド
ル

)
で
芦
屋

(
遠
賀
川
の
川

口
の
左
岸

)
に
お
い
て
販
売

さ
れ
て
い
る

と
い
う

こ
と

で
あ

る
。
芦
屋
ま

で
の
運
賃
四
ド

ル

の
内

訳

は
川

ま

で

の
馬

の
背

に
乗

せ

て
運

ぶ

運

賃

が

二

。
七
〇
ド

ル
、
そ
れ
か
ら
芦

屋
ま

で
の
船
運
賃
が

一
・
三
〇
ド

ル
で
あ
る
。
若
松

ま

で
運

べ
は
さ
ら
に
百
ピ
ク
ル
当
り

一
ド

ル

の

運
賃

が
か

か

る

。

花

瀬

の

五

フ
ィ
ー

ト

炭

が

百

ピ

ク

ル

一
六
～

一
七

ド

ル

(
ト

ン
当

り
約

二

・
八

〇

ド

ル

)
に

な

ら

な

い

で

あ

ろ

う

か

。
炭

坑

の
持

主

に

よ

れ

ば

、

こ

の
炭

坑

は

従

業

員

が

約

二
〇

人

で
、

こ

れ

ま

で
毎

日

五

〇
～

六

〇

ピ

ク

ル

(
三

ト

ン
三
分

の

一
)
産

出

し

て

き
た

と

の

こ
と

で
あ

る
。

花

瀬

や
相

田

の
南

の
方

に

は
稼

働

中

の
炭

坑

は

な

く

、

わ

れ

わ

れ

は

筑

豊

炭

田

に

こ
れ

以

上

石

炭

を

産

出

し

て

い
る

地

方

を

見

る

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

。筑

豊

炭

田

の

石
炭

の
借

区

は

約

二

二
〇

平

方

マ
イ

ル

の
広

さ
以

上

に

ひ

ろ

が

っ

て

い

て

、

そ

の

う

ち

一
六

〇

平

方

マ
イ

ル
が
筑

前

で
、

六

〇
平

方

マ
イ

ル

が

豊

前

で

あ

る

。

し

か

し
ど

う

み

て

も

、

こ

の
借

区

の

下

の
す

べ

て
が

有

望

な

炭

層

で

な

い

こ
と

は

明

ら

か

で
、

そ

れ

は

恐

ら

く

二
分

の

一
以

下

か
、

あ

る

い
は

四
分

の

一

に
も

達

し

な

い

か
も

し

れ

な

い
。
炭

層

の
傾

斜

は

か

な

り

急

な

よ

う

で
、

従

っ
て

こ

れ

ま

で
主

と

し

て
用

い

ら

れ

て

い
る
揚

水

法

で

は

間

に
合

わ

な

い
よ

う

な

深

さ

に
す

ぐ

到

達

し

て

し
ま

い

、

ど

う

に
も

仕

方

が

な

く

な

っ

て

し

ま

う

の

で

あ

ろ

う

。

ま

た

古

い
花

嶺

岩

が

借

区

の

あ

ち

こ

ち

に
混

在

し

て

い
る

の

で

、

二

つ
の
炭

層

の
う

ち
、

採
掘

可

能

と

思

わ

れ

る
良

質

の
部

分

は

、

ほ

ん

の
小

部

分

に

し

か

過

ぎ

な

い

の

で
あ

る

。

八

フ

ィ

ー

ト
炭

層

の
う

ち
採

掘

可
能

な
炭

層

の
厚

さ

を

計

算

し

た

り

、

わ

れ

わ

れ

の
北

海

道

で

の
地

質

調

査

の
測

定

の
結

果

を
勘

案

す

る

と

、

借

区

全

体

で
採

掘

可
能

な

の
は

約

五
億

ト

ン

で
あ

ろ
う

。

し

か

し
そ

れ

で

も

非

常

に
粗

い
見
積

よ

り

は
少

し

は

正

確

な

は
ず

で
あ

る

。

精

密

な

三
角

測

量

や
地

質

調

査

を

全
域

に

お

い
て
行

い

、
埋

蔵

量

を

よ

り

正

確

に
測

定

す

る
と

い
う

だ

け

で

は

な

く

、

採

掘

に

必
要

な

十

分

な
施

設

や
こ

れ

に
関

連

し
た

そ

れ

ぞ

れ

の
諸

条

件

を

列

挙

し
記

録

に
と

ど

め

て

お

く

こ
と

は

、
大

変

貴

重

な

作

業

で
あ

る

と

同

時

に

、

大

い

に
望

ま

し

い

こ
と

で
あ

る

。
当

地

と

ほ
と

ん

ど

同

じ
動

力

を

必
要

と

す

る
と

思

わ

れ

る
舟

木

炭

坑

で
、

も

し
軌

道

や
蒸

気

ポ

ン
プ

が

用

い
ら

れ
、

荷

揚

げ

や
荷

卸

し

に
便

利

な
施

設

が

設

け
ら

れ
た

な

ら

、

い

か

に
有

利

で

あ

る

か

に

つ

い

て
は

す

で

に
述

べ
た

。
例

え

ば

通

常

の

一
車

分

の

輸

送

費

は
花

瀬

の
現

在

の
そ

れ

の
七

～

八
分

の

}
で
、

百

ピ

ク

ル

に

つ
き

二

・
三
六

ド

ル
節

約

さ

れ

(

一
ト

ン
当

り

約

四

セ

ン

ト

)
、
そ

れ
だ

け

で
大

変

な

利

益

で
あ

る

。
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